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ま え が き

平成18年６月、学校教育法等の一部改正が行われ、平成19年４月から「特別支援教

育」が名実共にスタートします。それに伴い 「盲・聾・養護学校」は「特別支援学校」、

へと名称が変わるとともに、小・中学校への支援機能、いわゆる「センター的機能」が位

置付けられました。また、小・中学校に設置されている「特殊学級」が「特別支援学級」

へと名称が変わるとともに、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校及び幼稚園（以下、

「小・中学校等」という ）においては、ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等を含む障害の。

ある幼児児童生徒に対し適切な教育を行うことが規定されました。

本道においては、平成18年３月に特別支援教育在り方検討委員会から「北海道の特別

支援教育の在り方について（第１次報告）－小・中学校等におけるＬＤ、ＡＤＨＤ、高機

能自閉症等を含む障害のある幼児児童生徒に対する支援体制の整備の在り方について－」

が示され、本道における支援体制整備の在り方が示されたところです。

また、平成19年２月には「北海道の特別支援教育の在り方について（第２次報告 」が）

まとめられ、本道の特別支援学校における教育の在り方等についても提言されました。

このような動向を踏まえ、当センターでは、北海道における特別支援教育の緊要な課題

を把握し、その解決に資するための研究の推進に努めてまいりました。

今回収録した「校内支援体制の改善・充実を図るためのツールとその活用」の研究は、

小・中学校等において校内支援体制の改善・充実に役立つアイディアや情報・資料及び人

材等の「ツール」を収集・整理し、それらを校内や学級で有効に活用するための具体的な

方策を検討したものです。小・中学校等においては、これらのツールを活用し、校内支援

体制の改善・充実に役立てていただければ幸いです。

また 「通常の学級における特別な教育的支援の必要な児童への学習指導の工夫」の研、

究は、通常の学級に在籍している学習につまずきや困難さを示すＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能

自閉症等の障害のある児童を対象に、主に低学年における一斉授業の視点から、具体的な

指導方法について検討したものです。学習につまずきや困難さを示す児童に対する授業づ

くりのために役立てていただければ幸いです。

本研究の成果については、当センターの研修講座等やホームページを通して、研究情報

の迅速な提供や交流を図ってまいりたいと考えておりますので、各学校の実践や研究・研

修活動に活用いただきますようお願い申し上げますとともに、その成果や課題、疑問など

を寄せていただければ幸いです。

最後になりましたが、本研究紀要をまとめる上で、多大な御支援をいただきました研究

アドバイザー及び研究協力者をはじめ関係各位に厚く御礼申し上げます。

平成1９年３月

北海道立特殊教育センター

塩 見 啓 一所 長
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研究の概要

研究の趣旨

学校教育法が一部改正され、特別支援教育が制度的にもスタートする段階にある。本道の特別

支援教育の体制整備状況は、校内委員会の設置やコーディネーターの指名等、その取組は着実に

進んでいるが、更に充実を図る方策が求められている。

そこで、本研究においては、小・中学校等における校内支援体制づくりが確実に踏み出せるた

め、又は既存の校内委員会等のより一層の活性化を図るため、職員間の共通理解が図りやすく、

ＬＤ等のある児童生徒の支援に役立つアイディアや情報・資料及び人材等に関する情報の収集・

整理とその活用の検討を通して、校内支援体制の改善・充実に寄与することを目指した。

研究の目的

北海道の小・中学校等における特別支援教育の取組に関する現状と課題から、今後の校内支援

体制の改善・充実に役立つアイディアや情報・資料及び人材等（以下「ツール」という ）の収。

集・整理とその活用の在り方の検討を図り、校内や学級で活用することができる具体的な方策を

明らかにする。

研究の内容、方法

１ 研究の内容

、(1) 道内の小・中学校等における特別支援教育の校内支援体制の整備の現状と課題を把握し

校内支援体制の改善を図るためのチェックシートを作成する。

(2) 校内支援体制の推進に求められる事項を整理し、校内支援体制の改善・充実を図るため

の視点を明らかにする。

(3) 校内支援体制の改善・充実の各視点に応じたツールを検討し、その活用の在り方につい

て明らかにする。

２ 研究の方法及び経過

本研究は平成17年４月から平成19年３月（２年間）までの期間、次の方法により実施した。

(1) 文献調査

ア 道内の小・中学校等における校内支援体制の整備状況に関する実態調査

イ 校内支援体制の構築、改善・充実に関する文献研究

ウ ツール開発にかかわるアイディアや情報・資料及び人材等に関する文献研究

(2) 事例検討

ア 研究協力者及び所属する学校の職員に対し、チェックシートに関する実態調査

イ 研究協力者に対し、自校のツールに関する実態調査及び校内支援体制の取組事例の収

集

ウ 当センター職員によるツールの開発及びその活用に関する取組事例の検討

研究の成果

１ 道内の小・中学校等の校内支援体制の整備の状況と課題について明らかにした。

２ 校内支援体制の改善のためのチェックシートを作成し、自校の校内支援体制の取組状況等を

簡易に把握するとともに、充実を図るための手順を明らかにした。

３ 校内支援体制の視点を９つに整理し、ツール（人的・思考・作業・情報の４つの観点で63の

ツールを整理）の活用例を通して改善・充実の方向性を明らかにした。
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Ⅲ

ツールを活用した

校内支援体制の充実の例

□本研究を活用するために□

Ⅰ

校内支援体制の

改善・充実のための視点

校内支援体制の推進の視点を９つに整理するとともに、

。校内支援体制の改善・充実を図るための手順を示しました

９つの視点ごとにツールを活用した校内支援体制の改善・

充実のポイントを示しました。

小・中学校において、校内支援体制の改善・充実のため

のツールを活用した取組例を示しました。

Ⅱ

校内支援体制の

改善・充実のための

ツールとその活用例

なお、本研究においては
・特別支援教育コーディネーターは 「コーディネーター」、
・ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等は 「ＬＤ等」、
・ティーム・ティーチングの教員は 「TT担当者」 と記述します。、

また、平成19年４月から、盲・聾・養護学校は「特別支援学校」に、特殊学級は「特別支援学級」に名称が変更になります。

① タイトル（視点）の解決のための

主となる対象者を前に示しました。

② 視点のポイント

を箇条書きで示し

ています。

③ ポイントに関連

した４つのツール

（人的・思考・作

業・情報）を示し

ています。

④ 各ポイントに対

応するツール及び

チェックシートの

質問を関連表で示

しています。

⑥ 作業ツールの

書式などの活用

（記述）例を示

しています。

⑤ 左ページのツ

ールを活用し、

ポイントに対す

る活用の実践例

。を示しています

本
研
究
を
活
用
す
る
た
め
に



－ －2

北海道立特殊教育センター研究紀要 第20号 2007

１ 道内の体制整備の現状と課題

道内の小・中学校における特別支援教育の体制整備の実施状況は、文部科学省実施の「特別支援教

」（ ） 、 。育実施体制状況調査 平成17年９月現在 から 現状と課題を次のようにまとめることができます

２ 校内支援体制の改善・充実の９つの視点

平成17年９月の「特別支援教育実施体制状況調査」から、道内の特別支援教育の体制整備は 「校、

内委員会の設置」など、着実に進んでいますが、更に充実を図る方策が求められています。

そこで、校内支援体制の構築から改善・充実を図るための視点を 「幼稚園、小・中学校及び高等、

学校における校内支援体制の充実 （北海道立特殊教育センター「研究紀要」第19号,2006）の８」

つのFactorをもとに、次の９点に整理しました。

「特別支援教育実施体制状況調査 （文部科学省、平成17年９月）のデータから一部抜粋道内の体制整備の現状 」
＊札幌市は除く。

道内の体制整備の課題

国においては 「平成19年度までにすべての小・中学校においてLD等の児童生徒への教育支援、

体制の整備を目指すものである」としています。また 「北海道の特別支援教育の在り方について、

早急に本道の小・中学校等の教（第１次報告 （特別支援教育在り方検討委員会）によると 「）」 、

育支援体制の整備を図ることが緊要な課題である」とされています。
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校内委員会の設置 ＬＤ等についての実
態把握の実施

コーディネーターの指名

７２.９％校内委員会の設置

６９.２％実態把握の実施

４３.７％コーディネーターの指名

整備状況は、着実に進ん

でいますが、更に充実を図

る必要があります。

Ⅰ 校内支援体制の改善・充実のための視点

関係機関の情報収集と整理や連携依頼の手続きの明確化などを行います。

特別支援教育に関する情報の発信や相談手続きの明確化などを行います。

障害の特性や配慮事項等に応じた教育環境の整備などを行います。

個別の指導計画の作成や指導体制の工夫などを行います。

支援内容の具体化と教職員の共通理解を促す活動などを行います。

相談しやすい工夫や配慮、校内委員会の推進などを行います。

担任や保護者の気付きを促す工夫や実態把握シートの活用などを行います。

教職員のニーズに応じた研修や授業研究の工夫などを行います。

特別支援教育の学校経営計画への位置付けなどを行います。

関係機関との連携の推進

保護者との連携の推進

子どもの教育的ニーズに応じた学級経営

担任や子どもを組織的に支援する指導体制

校内委員会の機能を発揮した支援体制

校内の相談や連絡調整の推進

支援が必要な子どもに気付く支援体制

気付きや指導力を高める研修の推進

教職員の意識改革や校内支援体制の構築視点１

視点２

視点３

視点４

視点５

視点６

視点７

視点８

視点９

９つの視点 視点のポイント例

※なお、平成18年９月の実施体制状況調査ではさらに体制整備が進んでいます。
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３ 校内支援体制の改善・充実を図るツールとは？

本研究で扱うツールの考え方や種類、具体例等を次に示します。

 ツールとは？ 等です。役立つアイディアや情報・資料及び人材 授業のためのツール例

授業の準備や指導で考え
られるツールを挙げると、
教材研究を深めるための

「 」インターネット上の情報
や「指導書や書籍等の資
料 、授業を展開するため」
の「学習指導案 、分かり」
やすく教えるための「プリ
ント教材」や「指導法 、」
授業を行う「担任」や「T
T担当者」などがツールに
当たります。

 ツールの種類 
９つの視点から校内支援体制の改善・充実を図るた

めのツールとして、次の４種類にまとめました。

種 類 内 容 本研究で取り上げた例

支援を進める上で、必要 コーディネーター、校内委員

な校内外の人材や機関等 会、養護学校等

活動を進める上で、役立 ファシリテーション、インシ

つアイディアや技法等 デント・プロセス法等

資料を作成する上で、利 個別の指導計画、教材・教具

用できる書式やリスト等 リスト、チェックリスト等

支援を進める上で、必要 特別支援教育の在り方、各校

な各種報告や研修資料等 の実践事例、研修会情報等

人的ツール

思考ツール

作業ツール

情報ツール
インターネット上から入手可

能な情報を掲載しています

●自校の課題解決やツール開発のためのヒントとして、活用してください。
●９つの視点で示したツールは、改善・充実に役立つヒントを掲載していますが、他

の視点のツールと組み合わせたり、ツールを改良しながら活用してください。
●当センターのホームページと併せて活用してください （P.4参照）。

 ツール一覧表 本研究紀要では、次の6３のツールを掲載しています。

～に関する人材・組織 ～で課題を解決 「～の作成、～の準備」 「～に関する情報」「 」「 」

１ 教職員の意識改 校内支援体制のアドバイ ＳＷＯＴ分析 ＳＷＯＴ分析シート 特別支援教育の体制整01 01 01 01

革や校内支体制 ザー 本研究のチェックシート 備の考え方02

の構築 各校の実践事例02

学校評価の指標03

２ 気付きや指導力 校内研修の推進 ブレーン・ライテ ブレーン・ライティング 支援が必要な子どもの02 02 03 04

を高めるための 校外研修の推進 ィング シート 理解と研修03

研修の推進 研修ニーズ把握アンケート 研究・研修会の情報04 05

研修資料のリスト05

３ 支援が必要な子 実態把握や相談ができる インシデント・プ 気付きを促す資料 気付きを促すための観04 03 06 06

どもに気付く支 関係機関 ロセス法 実態把握チェックリスト 点07

援体制 気になる子どもの実態把08

握表
４ 校内の相談や連 コーディネーターの活動 ロールプレイ 各種通信等の文書 コーディネーターの役05 04 09 07

絡調整の推進 の充実 校内委員会の推進マニュ 割と活動内容10

コーディネーターの研修 アルの作成 教育相談の進め方06 08

５ 校内委員会の機 校内委員会 ファシリテーション 校内外の支援内容リスト 校内委員会の活動事例07 05 11 09

能を発揮した支 ブレーン・ストー 個別の週間支援シート 通常の学級における障06 12 10

援体制 ミング 害理解
６ 担任や子どもを 個別の指導計画の作成 ＫＪ法 教材・教具リスト 個別の指導計画の作成08 07 13 11

組織的に支援す 指導体制の工夫 個別の指導計画の書式 インターネット上の教材09 14 12

る指導体制 教材作成・提供の支援 指導体制の工夫10 13

７ 子どもの教育的 学級経営の支援 ソーシャルスキル 個別の授業記録 ＬＤ等の理解と支援内11 08 15 14

ニーズに応じた トレーニング 教育環境の配慮一覧表 容・方法16

学級経営
８ 保護者との連携 保護者との連携の推進 ＰＡＴＨ ＰＡＴＨ記録シート 相談手続きの周知12 09 17 15

の推進 連絡シート18

教育相談記録票19

９ 関係機関との連 関係機関との連携の推進 ファシリテーション 関係機関のリスト 盲・聾・養護学校のセ13 05 20 16

携の推進 連携手続きマニュアル ンター的機能21

情報収集マニュアル 個人情報の管理22 17

個人情報管理マニュアル 個別の教育支援計画23 18

９つの視点
人的ツール 思考ツール 作業ツール 情報ツール

 活用に当たって 
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４ ツールを活用した校内支援体制の改善・充実の手順

９つの視点から校内支援体制の改善・充実を図るための手だてとしてツールを活用します。最終的

には本研究を参考に、自校におけるオリジナルなツールの開発を目的とします。

情報ツール 北海道立特殊教育センターの研修資料や所有し
ている蔵書やビデオ等をご利用ください。

ツール活用の流れ

ＳＴＥＰ１ ＳＴＥＰ２ ＳＴＥＰ３

ツール活用の手順

インターネットとの併用で活用

本研究紀要「情報ツール」の一部抜粋

自己点検

を実①チェックシート
施し、○がつかなった
項目は、課題解決のヒ
ントのツール番号から

②ツール ③Ⅱ章の 及び
を参照します。活用例

（右図）

STEP 1

(P.11～27の奇数ページ)③活用例(P.10～26の偶数ページ)②ツール

 
情報01空欄になった

(P.6～9)①校内支援体制の改善のためのチェックシート

改善・充実策

、 を②ツール ③活用例
ヒントに改善・充実策
を検討します。

STEP 2

ツール開発

自校オリジナルのツー
ルを開発しましょう！

STEP 3

自己点検

チェックシート
（利用法はP.5参照）

改善・充実策

ツール・活用例

当センターのホームページ上にある本研究紀要の「情報ツール」は該当のホームページにリンクしていますの
で、タイトルかURLをマウスでクリックすると、目的の情報に素早く移動することができます。

リンク先の表示

(当センターの「 )PEARLS OF WISDOM」のページ

ツール開発

自校のオリジナル
ツールの開発

でクリックマウスポインタが
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５ 校内支援体制の改善のためのチェックシート

このチェックシートは 「校長 「教職員 「コーディネーター 「校内委員会」のそれぞれの立場、 」 」 」

で特別支援教育に関する知識や技能、取組状況等を簡易に把握し、自校の校内支援体制の評価・改善

に役立てるためのものです。

チェックシートの説明

チェックシートの集計結果の整理（例）

チェック実施後は、下表に記入するなど集計結果を整理し、評価・改善の資料とします。

校長、教職員、

コーディネーター、

校内委員会用の４

種類あります。

チェックシートの

利用法です。実施前

に確認します。

課題解決のヒント

です。チェック内容

で○が付かなった場

合や更に詳しく知り

たいときは、参照ペ

ージ、対応するツー

ル番号から該当ツー

ルを参考に改善・充

実のヒントとしてく

ださい。

【 】ツール番号の凡例

とあれば、人的01

人的ツールの１番目

（通し番号）を意味

します。

チェック欄です。

当てはまる場合に○

を付けます。

チェックシート

の項目です。各シ

ート４点の項目を

設定しています。

各項目５つのチェ

ック内容で構成さ

れています。

実施後、改善が必
要な事項等をメモし
ます。

レーダーチャー

トの項目軸①～④

は、チェックシー

トのそれぞれの４

つの項目の○の数

を記入します。

チェックリスト

の４つの項目ごと

の○の数を記入す

る集計表になって

います。

 活用に当たって 
●自校の取組の評価・改善の他、学校評価の項目の一部や新年度の計画作成時の

参考資料等に活用してください。
●自校の実態に応じて、本チェックシートを参考にオリジナルのチェックシート

を開発してください。

全体集計表 全体集計結果 項目別平均（教職員）１ ２ ３
合項 目 チェックされた○の数

① ② ③ ④ 計記入者

校 長
教 職 員
コーディネーター
校 内 委 員 会

＊複数の者で実施した場合は平均点を記入
0 5 10 15 20

コーディネーター

校 長

教 職 員

校内委員会

＊合計を「・」で記して線で結ぶ

0 1 2 3 4 5

①

②

③

④

＊平均点を「・」で記して線で結ぶ

校
内
支
援
体
制
の

改
善
・
充
実
の
た
め
の
視
点



各項目の「○」の数の集計とグラフ化 改善が必要な項目・内容を記入１ ２
項目ごとの○の数を下表に記入し、右のグラフを作成します

①教職員の意識改革や校内組織の改善

②教職員の指導力向上及び教育環境の改善

③保護者等への理解推進

④関係機関との連携

実

施

結

果
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実 施 日

平成 年 月 日

記 入 者

課題解決のヒント
(Ⅱ章を参照してください)

項目 チェック内容 対応するツール番号番号 チェック ページ

作業10 情報0701 16校内委員会の時間を確保している。

情報01 情報0202 10コーディネーターを指名し 校務分掌に位置付けている、 。

情報01 情報0203 10校内委員会の運営に積極的にかかわっている。

人的01 思考01 作業0104 10学校経営計画等の中に、特別支援教育に関する内容を盛
情報01 情報02り込んでいる。

作業02 情報0305 10学校評価に特別支援教育に関する項目を設けている。 人的01

人的02 作業04 情報0406 12年間行事計画の中に特別支援教育に関する研修を設けて
いる。

人的03 作業05 情報0507 12自らも特別支援教育に関する研修会に参加している。

人的03 作業05 情報0508 12特別支援教育にかかわる研修会の情報を校内で報告する
機会を設けている。

人的02 思考02 作業0309 12校内研究に特別支援教育の内容を盛り込んでいる。

人的09 思考07 情報1310 20子どもの実態に応じた多様な指導体制について検討して
いる。

作業0911 16特別支援教育に関する情報を保護者や地域に発信してい
人的12 情報15る。 24

情報1512 24保護者からの相談に対応するために、相談から支援まで 人的12

の手順を明確にしている。
作業0913 16自校の特別支援教育の取組について定期的に保護者に発
人的12信している。 24

作業1214 18保護者に自分の子どもの支援の内容が分かるような資料
人的12 作業18を用意している。 24

人的12 思考09 作業1715 24必要に応じて、支援の状況について説明し、理解を求め
作業18る取組を行っている。
人的13 作業20 情報1616 26関係機関（教育・医療・福祉等）に関する情報を把握し

ている。
人的13 作業2117 26盲・聾・養護学校への協力依頼等の手続きを明確にして

いる。
人的13 作業2118 26専門家チーム等への依頼の手続きを明確にしている。

人的13 作業22 情報1819 26就学前や卒業後の支援の引継ぎは 計画的に行っている、 。

人的13 作業23 情報1720 26個人情報の取り扱いについて、共通理解を図っている。

校
内
組
織
の
改
善

①
教
職
員
の
意
識
改
革
や

教
育
環
境
の
改
善

②
教
職
員
の
指
導
力
向
上
及
び

③
保
護
者
等
へ
の
理
解
推
進

④
関
係
機
関
と
の
連
携

校内支援体制の改善のためのチェックシート校長用

チェックシートの利用方法
、 「 」 。●チェック内容で 当てはまる場合はチェック欄に ○ を付けてください

● ○ が付かなかったチェック内容は 課題解決のヒントに示している 対「 」 、 「
応するツール番号」から、Ⅱ章の該当するツールを参照することで、改善・
充実策の手がかりを得ることができます。

●「実施結果」は、今後の改善・充実のために活用してください。

1
2
3
4
5 ①

②

③

④
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各項目の「○」の数の集計とグラフ化 改善が必要な項目・内容を記入１ ２
項目ごとの○の数を下表に記入し、右のグラフを作成します

①支援が必要な子どもへの気付き

②支援が必要な子どもへの支援と配慮

③学級（教科）経営の工夫

④保護者との連携

実

施

結

果

実 施 日

平成 年 月 日

記 入 者

1
2
3
4
5 ①

②

③

④

課題解決のヒント
(Ⅱ章を参照してください)

項目 チェック内容 対応するツール番号番号 チェック ページ

人的07 思考05 思考0601 18気になる子どもについて 校内委員会で話し合っている、 。
作業11 情報09

人的0502 16コーディネーターに子どもの様子を見てもらったり、か
人的11 思考08 情報14かわり方について相談している。 22

作業07 情報0603 14ＬＤ等の特性に関する資料が用意されており、気付きの
情報14ために活用している。 22

作業07 情報0604 14子どものつまずきを知るためのチェックリスト等を活用
している。

情報06 作業0705 14日常の指導と評価の中で、子どものつまずきを見落とさ
ない努力をしている。

人的07 作業11 作業1206 18校内委員会で話し合われた支援を行っている。

人的08 作業14 情報1107 20個別の指導計画を作成している。

人的10 作業13 情報1208 20ＬＤ等の特性に応じた教材・教具等を工夫しながら支援
人的11 情報14を行っている。 22
人的09 思考07 情報1309 20多様な指導体制が組めるような工夫をしている。

作業1510 22支援が必要な子どもの指導（授業）記録を取っている。

人的11 情報1411 22学級において、子どもの実態に応じた指導の参考になる
資料を準備している。

人的11 思考08 作業1612 22配慮が必要な子どもがもてる力を発揮し、周りから認め
情報14られるような場面を設定している。
人的11 思考08 作業1613 22掲示物や板書等、子どもの実態に応じた指導の工夫をし
情報14ている。
人的11 思考08 情報1414 22学級の子どもに、支援が必要な子どもへのかかわり方を

モデルとして担任が示している。
人的11 思考08 情報1415 22一人一人の違いについて理解し、お互いを認め合うよう

な学級（教科）経営の工夫をしている。
人的12 思考09 作業1716 24保護者と子どもの課題について共通理解を図るための話
作業18合いをしている。
人的12 思考09 作業1717 24保護者に子どもの「よいところ 「優れたところ 「配慮」 」
作業18によってできそうなこと」を伝えている。
作業0918 16保護者に担任以外の相談窓口（コーディネーター等）に
人的12 情報15ついて知らせている。 24

作業0919 16自校の校内支援体制に関する理解啓発用の資料を用意し
情報15ている。 24 人的12

人的12 作業1820 24日常の子どもの様子を伝え合うための工夫をしている。

子
ど
も
へ
の
気
付
き

①
支
援
が
必
要
な

子
ど
も
へ
の
支
援
と
配
慮

②

支
援
が
必
要
な

③
学
級
（
教
科
）
経
営
の
工
夫

④
保
護
者
と
の
連
携

校内支援体制の改善のためのチェックシート教職員用

チェックシートの利用方法
、 「 」 。●チェック内容で 当てはまる場合はチェック欄に ○ を付けてください

● ○ が付かなかったチェック内容は 課題解決のヒントに示している 対「 」 、 「
応するツール番号」から、Ⅱ章の該当するツールを参照することで、改善・
充実策の手がかりを得ることができます。

●「実施結果」は、今後の改善・充実のために活用してください。

北海道立特殊教育センター研究紀要 第20号 2007
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各項目の「○」の数の集計とグラフ化 改善が必要な項目・内容を記入１ ２
項目ごとの○の数を下表に記入し、右のグラフを作成します

①校内の相談・連絡調整

②関係機関との連絡調整

③保護者との連携

④専門性の向上

実

施

結

果

実 施 日

平成 年 月 日

記 入 者

1
2
3
4
5 ①

②

③

④

課題解決のヒント
(Ⅱ章を参照してください)

項目 チェック内容 対応するツール番号番号 チェック ページ

情報01 情報0201 10コーディネーターとして指名され、校務分掌に位置付け
られている。

作業10 情報0702 16校内委員会やケース会議の運営をコーディネーターが担
当している。

作業10 情報0703 16校内委員会は会議の時間や目的などを明確にして運営し
ている。

作業07 作業08 情報0604 14授業参観における観察の視点を整理した書式が用意され
ている。

人的08 作業14 情報1105 20校内委員会において、個別の指導計画の作成や活用につ
いて、取り上げている。

人的13 作業20 情報1606 26関係機関（教育・医療・福祉等）の情報を収集し、整理
している。

人的13 作業2207 26地域の特別支援教育に関する体制整備について理解し、
協力している。

人的13 作業2108 26関係機関を利用するための手順を明確にしている。

人的13 作業22 情報1809 26入学前、卒業後の引継ぎを必要に応じて行い、コーディ
ネーターも参加し、情報交換を行っている。

人的13 思考05 作業2210 26必要に応じて、盲・聾・養護学校等と一緒にケース会議
等を実施できる体制を整えている。

作業0911 16コーディネーターが校内の相談窓口であることを保護者
人的12 情報15に伝えている。 24

思考04 情報0812 16保護者からの相談に対応するために、相談から支援まで
人的12 情報15の手順を明確にしている。 24
人的12 思考09 作業1713 24保護者の思いや願いを記録できるような工夫をしている。
作業18 作業19

作業1214 18保護者に自分の子どもの支援の内容が分かるような資料
人的12 思考09 作業17を用意している。 24

人的12 思考09 作業1715 24必要に応じて、支援の状況について説明し、理解を求め
る取組を行っている。

人的03 作業05 情報0516 12特別支援教育に関する研修会の情報を得ている。

人的06 情報0717 16校内委員会等の会議運営の技術を高める努力をしている。

思考02 作業0318 12子どもの支援について、取組の成果と課題をまとめてい 人的02

情報11る。 20 作業14

人的13 作業2119 26関係機関や専門家チームから、必要に応じて情報提供や
アドバイスを受けている。

人的05 作業09 情報0720 16コーディネーターとしての取組を校内に発信している。

①
校
内
の
相
談
・
連
絡
調
整

②
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

③
保
護
者
と
の
連
携

④
専
門
性
の
向
上

校内支援体制の改善のためのチェックシートコーディネーター用

チェックシートの利用方法
、 「 」 。●チェック内容で 当てはまる場合はチェック欄に ○ を付けてください

● ○ が付かなかったチェック内容は 課題解決のヒントに示している 対「 」 、 「
応するツール番号」から、Ⅱ章の該当するツールを参照することで、改善・
充実策の手がかりを得ることができます。

●「実施結果」は、今後の改善・充実のために活用してください。

北海道立特殊教育センター研究紀要 第20号 2007



各項目の「○」の数の集計とグラフ化 改善が必要な項目・内容を記入１ ２
項目ごとの○の数を下表に記入し、右のグラフを作成します

①実態把握等の実施

②ケース会議の開催

③指導体制・形態の工夫

④会議運営の工夫

実

施

結

果
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実 施 日

平成 年 月 日

記 入 者

校内支援体制の改善のためのチェックシート校内委員会用

チェックシートの利用方法
、 「 」 。●チェック内容で 当てはまる場合はチェック欄に ○ を付けてください

● ○ が付かなかったチェック内容は 課題解決のヒントに示している 対「 」 、 「
応するツール番号」から、Ⅱ章の該当するツールを参照することで、改善・
充実策の手がかりを得ることができます。

●「実施結果」は、今後の改善・充実のために活用してください。 課題解決のヒント
(Ⅱ章を参照してください)

項目 チェック内容 対応するツール番号番号 チェック ページ

作業06 情報0601 ＬＤ等の子どもの理解や対応について、研修会や学校通 14

人的05 作業09信等で教職員や保護者に周知している。 16

思考03 作業08 情報0602 14一人一人の知的発達や学力の状況を定期的に評価してい
る。

思考03 作業07 作業0803 14学習面、行動面、対人関係等、多面的に子どもの実態を
情報06把握している。
作業07 情報0604 14子どものつまずきを把握するための、チェックリスト等

を用意している。
人的0405 14支援が必要な子どもについて、保護者の了解のもと、個

別の検査を校内または関係機関で実施している。
人的07 思考05 思考0606 18支援の必要な子ども一人一人の課題や目標の共通理解を
作業11 情報09十分に図り、支援の積み重ねの記録を整理している。
人的07 思考05 思考0607 18「だれが 「いつ 「どこで」支援するかなど、指導体制」 」
作業11 作業12 情報09を明確にしている。
人的08 作業14 情報1108 20ケース会議において、個別の指導計画の作成や実施につ

いて協議している。
思考05 思考0609 18学級の子どもたちに支援対象の子どもの理解を促す方法 人的07

情報10等について話し合っている。
情報0910 18支援の必要な子どもの保護者等に、自校の取組について 人的07

作業18の理解や協力等を促す方法について話し合っている。 24

人的09 思考07 情報1311 20個別指導やグループ別指導、学習内容の習熟の程度に応
じた指導等、個に応じた指導形態の工夫をしている。

人的10 作業13 情報1212 20障害の特性に応じて、工夫された教材等を共有化してい
る。

人的0913 20校内の教職員が、協力できる時間や内容等をコーディネ
ーターに知らせるような工夫をしている。

人的09 思考07 情報1314 20支援の必要な子どもの個別学習の時間を確保するための
検討をしている。

人的13 作業2215 26必要に応じて、支援の必要な子どもの指導の在り方につ
いて、関係機関と連携・協議をしている。

作業10 情報0716 16会議の時間や目的が明確化されている。

人的07 思考05 思考0617 18校内委員会は定期的に行われ、子どもの支援について具
作業11 作業12 情報09体的な方策が話し合われ、全職員に伝えられている。
人的13 作業23 情報1718 26個人情報の取り扱いについて 共通理解が図られている、 。

人的07 作業11 情報0919 18必要に応じて、関係機関や保護者等を交えて話合いをし
ている。

作業0220 10支援体制の成果と課題をアンケート調査等により評価し、
（ ）改善に結びつけている。 本チェックシート

①
実
態
把
握
等
の
実
施

②

ケ
ー
ス
会
議
の
開
催

③
指
導
体
制
・
形
態
の
工
夫

④
会
議
運
営
の
工
夫
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Ⅱ 校内支援体制の改善・充実のためのツールとその活用例

１ 教職員の意識改革や校内支援体制の構築のために校 長

学校経営計画への位置付け 校内委員会の設置１ ２

コーディネーターの指名 学校評価の項目への位置付け３ ４

情報ツール
校内支援体制を整備するための答申や資料の例です。イン

ターネット上の各ホームページで閲覧できます。

特別支援教育の体制整備の考え方情報01
□文部科学省等の答申、資料

(2005)●特別支援教育を推進するための制度の在り方について（答申）

●小・中学校におけるLD（学習障害 、ADHD（注意欠陥/多動性障害 、高） ）

機能自閉症の児童生徒への教育支援体制の整備のためのガイドライン(試案)
(2004)□北海道教育委員会の刊行物

●本道の小・中学校等におけるLD・ADHD・高機能自閉症等を含む障害のあ

(2006)る幼児児童生徒の教育支援体制整備のためのガイドブック

各校の実践事例情報02
□北海道立特殊教育センターの刊行物

●「特別支援教育ほっかいどう （全巻）」

http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/06siryou/tokuho/index.html

学校評価の指標情報03

□文部科学省の通知

●義務教育諸学校における学校評価ガイドライン(2006)

校内支援体制の助言が受け
られる関係機関の例です。

人的ツール

校内支援体制の人的01
アドバイザー

□市町村教育委員会

□盲・聾・養護学校

●コーディネーター

□教育局

●特別支援教育担当の指

導主事

□地域の関係機関

●教育、医療、福祉等の

専門家

(P.29参照)思考01ＳＷＯＴ分析
●自校の強みを生かした取組

ＳＷＯＴ分析シート作業01 分析シート1SWOT
強み(S) 弱み(W)

自校の環境・資源 自校の環境・資源
で積極的に活用でき で何らかの修正が必
る強みを記入。 要な弱みを記入。

機会(O) 脅威(T)
外部の環境・資源 外部の環境・資源

で自校の支援に役立 で阻害的に働く事項
つ事柄を記入。 を記入。

分析シート２SWOT
強み(S) 弱み(W)

A欄 C欄
積極的な 機会を生かし

機会

展開 弱みを克服
(O)

B欄 D欄
強みを生かし 問題解決策の

脅威

脅威に対抗 検討
(T)

作業ツール

思考ツール

実 施 手 順

①ＳＷＯＴ分析シート１を活用して

「強み 「弱み 「機会 「脅威」の枠に事実（根拠やデー」 」 」

タ）をできるだけたくさん箇条書きで記入します。

②ＳＷＯＴ分析シート２を活用して

分析シート１の結果を基に「強み」と「機会 （A欄 「強」 ）、

み」と「脅威 （B欄 「弱み」と「機会 （C欄 「弱み」」 ）、 」 ）、

と「脅威 （D欄）の視点で考え、分析シート２の欄に解決」

策（仮説）を記入し、対処すべき方向性を導き出します。

SWOTとは、強み（Ｓtrength 、弱み（Ｗeakness 、機会） ）
（ ）、 （ ） 。Ｏpportunity 脅威 Ｔhreat の頭文字をとったものです

4つの項目を用いて学校を取り巻く
環境を整理し、自校の強みを生かした
取組のヒントを得るのに役立ちます。

本研究のチェックシート作業02

作業ツール 学校評価の指標の参考として、本研究
のチェックシートをご活用ください。

参考：学校の内外環境をSWOT分析する（独立行政法人 教員研修センター 学校組織マネジメント研修）

「 」 「 」A欄 ： 強 み と 機 会
「 」 「 」B欄 ： 強 み と 脅 威

「 」 「 」C欄 ： 弱 み と 機 会
「 」 「 」D欄 ： 弱 み と 脅 威

（ ）シート１→シート２を作成する過程のことをクロス分析といいます

ツール

ポイント

チェックシート番号

コーディネーター 校内委員会ポイント ツール番号 校長 教職員

学校経営計画への位置付け 04１ 人的01 思考01 作業01 情報01 情報02

校内委員会の設置 03２ 情報01 情報02

コーディネーターの指名 02 01３ 情報01 情報02

学校評価の項目への位置付け 05 20４ 人的01 作業02 情報03

関

連

表

http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/06siryou/tokuho/index.html
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/05120801.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/16/01/04013002.htm
http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gky/guide_book
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/18/03/06032817.htm
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学校経営計画への位置付け 校内委員会の設置 コーディネーターの指名１ ２ ３

○校内支援体制を構築する場合の取組例

手 順 ツール 内容・方法 留意事項

○全校的な支援体制の確立が必要情報01 ・各機関のホームページから特

別支援教育に関する資料をダ

ウンロードし、校内の学習会

の資料とする。

・学習会で生じた疑問や不安、 ○盲・聾・養護学校からの返答例人的01
校内委員会設置の具体的な手

順について、地域の養護学校

のコーディネーターに問い合

わせる。

・自校に期待されていることや ○ の結果(例)思考01 ＳＷＯＴ分析シート１
可能な事柄、地域の資源の種作業01
類や利用の有無等、多くの情

報を収集し、ＳＷＯＴ分析シ

ート１を作成する。

・分析シート１の結果を基に自 ○ の結果(例)思考01 ＳＷＯＴ分析シート２
「強み」と「機会」から作業01 校の強みを生かした視点でク

ロス分析を実施し、ＳＷＯＴ

分析シート２を作成する。

・自校の強みを生かした学校経

営計画を立案し、教職員と協

議する。

○校内委員会の設置の仕方（例）

・収集した情報、養護学校から人的01
の助言、SWOT分析等から情報02
校内委員会を設置する。

・上記と同様に、コーディネー

ターを指名する。

・校内委員会の推進計画を教職

員の理解・協力を得ながらコ

ーディネーターを中心に作成

し、校内支援体制の構築を図

る。

学校評価の項目への位置付け４

特別支援教育の評価の指標を確認する情報03

作業02

・校内委員会の設置
・コーディネーターの指名
・教職員の理解促進と意識向上
・校内研修の充実

「強み ：教材研究に力を入れている」
「機会 ：相談できる養護学校がある」

： ：

自校の強みや地域の資源の活用の
視点から、 のかかわりで、研究・研修
学校経営計画に特別支援教育を位置
付ける。

学校経営計画の

具現化を図るた

めの校内委員会

の設置及びコー

ディネーターの

指名

・既存の組織の整理・統合
・既存の組織の拡充
・新規に組織を構成
・校内研究組織の発展

、この例では
○校内委員会は をベース校内研究組織

に再構成した形で設置する。
○コーディネーターは に位置付研究部

ける。

校内外の環境を分析し自校の「強み」を生かした学校経営は 「できるところ」が具、
、 、 。体的に示されることから 教職員の意欲を高め 校内支援体制の改善・充実を促します

ワン
ポイント

本研究のチェックシートを参考
に自校独自の評価の項目を作成

□校内支援体制の整備状況
□交流及び共同学習の実施状況
□個別の指導計画及び個別の教育支援計画

の作成状況
□医療、福祉等の関係機関との連携状況

特別支援教育に

関する情報の収

集

全校的な支援体

制の確立を図る

ためのSWOT

分析の実施

収集した情報や

分析結果から学

校経営計画への

位置付けを決定

校内委員会の設置に際しては、

・自校の職員や組織等の実情の把握
・効果的で実際的な組織構想の検討
・適切な委員の配置 等

活用例

北海道立特殊教育センター研究紀要 第20号 2007
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２ 気付きや指導力を高める研修を推進するめに

教職員のニーズに応じた研修 授業研究の工夫１ ２

事例研究の工夫 校外研修の参加と成果の報告３ ４

情報ツール 支援の対象となる子どもの特性を把握し、
研修を深めるための情報を収集します。

支援が必要な子どもの理解と研修情報04
□ 国立特殊教育総合研究所のホームページ独立行政法人

●障害のある子どもの教育について学ぶ
http://www.nise.go.jp/portal/elearn/index.html

□北海道立特殊教育センターのホームページ・刊行物
●子どもの理解と教育
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/08school/kyoiku/index.html

●教員の専門性を高める研修の内容及び方法について
（研究紀要 第19号(2006))

http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/06siryou/h17_bulletin/h17_bulletin.html

研究・研修会の情報情報05
□北海道立特殊教育センターのホームページ

●研修（当センターの研修講座や道内外の研修情報）
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/04kensyu/index.html

研修の推進者を明確にし、意
図的・計画的に推進します。人的ツール

校内研修の推進人的02
□企画・運営（校内関係者）

●コーディネーター、研究部

●特殊学級や通級指導教室の担当者

□研修に関する講師及び助言

●校内の専門性のある教職員

●地域の盲・聾・養護学校の担当者

校外研修の推進人的03
□参加促進 □情報収集

●校長 ●コーディネーター

□研修の機会

●盲・聾・養護学校主催の研修会

●北海道立特殊教育センターの研修講座等

ブレーン・ライティング思考02

●みんなの発想で課題解決

ブレーン・作業03
ライティングシート

思考ツール

作業ツール

発言する代わりにアイディアを用紙に書きつけ、目
。標や課題を明確化して組織的に解決策を導き出します

参考：知的障害のある子どもの担任教師と関係者との協力関係推進
に関する研究 －個別の指導計画の作成に焦点をあてて－

（独立行政法人 国立特殊教育総合研究所.2004）

作業ツール 教職員の研修ニーズ把握のアンケート
と校外研修の資料のリスト化の例です。

研修ニーズ把握アンケート作業04
●特別支援教育の研修ニーズを把握します

（例）特別支援教育にかかわる研修ニーズ調査の項目

①学習、生活、行動面でつまずきのある子どもの有無

②研修内容について

・特別支援教育の理念や考え方 ・ＬＤ等の理解

・ＬＤ等のつまずきに応じた具体的な指導法や事例

・校内支援体制の構築と具体例 ・実態把握の方法

・個別の指導計画の作成等 その他

③意見・要望等の自由記述 等

研修資料のリスト作業05
●研修資料の所在と内容を明らかにします

＊研修会等で得た資料を複写等する場合は、著作権法第

30条の規定内で利用する必要があります。

研修資料のリスト一覧（例）
更新日：平成○年○月○日

No 分類 研修名 資料名 保管場所 内容等
１ ２ 特セン LD等の特性 ○○先生 LDとは……

ツール

ポイント

校 長
コーディネーター

実 施 手 順

準備：メンバーは原則６名で、ブレーン・ライティングシ
ート（以下「BWS」という）を１枚ずつ配付し、車
座に座ります。

①具体的なテーマを決定します。
②BWSのⅠ欄に５分間で各自３つ(A～C欄)のアイ

ディアを短文で記入します。
③５分後に自分の左側の

人にBWSを渡します。
④渡されたBWSのⅡ欄

のABCに前の人のアイ
ディアの発展案や独自
案を記入します。

⑤また５分後、左側の人
へBWSを渡します。

⑥最初のBWSが手元に
戻ったら協議します。

ＢＷＳ

テーマ「 」
A B C

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ
Ⅵ

前のアイディアを発
展する場合の印

前のアイディアと
異なる独自案の場
合の印

チェックシート番号

コーディネーター 校内委員会ポイント ツール番号 校長 教職員

教職員のニーズに応じた研修 06１ 人的02 作業04 情報04

授業研究の工夫 09２ 人的02 思考02 作業03

事例研究の工夫 18３ 人的02 思考02 作業03

校外研修の参加と成果の報告 07 08 16４ 人的03 作業05 情報05

関

連

表
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http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/08school/kyoiku/index.html
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/06siryou/h17_bulletin/h17_bulletin.html
http://www.nise.go.jp/portal/elearn/
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/04kensyu/index.html
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教職員のニーズに応じた研修 授業研究の工夫 事例研究の工夫１ ２ ３

○特別支援教育にかかわる研修計画の立案手順と事例研究会の例

手 順 ツール 内容・方法 留意事項

・校内研修の計画を立案するた ○アンケート実施のメリット人的02
めに、コーディネーターは研作業04
究部と共同して教職員を対象

に研修ニーズを把握するアンケ

、 。ート調査を作成し 実施する

・校長の意向 アンケート結果 ○校内研修の視点人的02 、 、

養護学校のコーディネーター情報04
からの助言、北海道立特殊教

育センター等の研究紀要等を

参考に、研修テーマを設定し

計画を作成する。

（ ）人的02 ・学習等に困難がある自校の子 ○ブレーン・ライティングのテーマ 例

ブ レ ー ン ・ ラ イ どもの指導記録VTR を研修思考02 ＊

テ ィ ン グ を 取 り 参加者で視聴し、解決すべき作業03

入 れた 事 例研究 具体的なテーマを決める。

・ブレーン・ライティングの実 ○ＢＷＳの記入結果（例）

施手順に従い、BWSに記入

する。

・手元に戻ってきたBWSをも

とに全体で解決策を協議し、

支援内容の具体化を図る。

研修の成果と課題から次年度の方向情報03(P.10) ・本研究のチェックシートを活

性を決定する人的02 用するなどして、今後の研修

に結びつく評価を行う。

校外研修の参加と成果の報告４

校内の指導場面を想定した演習や事例を基にした事例研究など、教員一人一人が協働
、 。的に参加できるような研修方法の工夫は 学校全体の気付きや指導力の向上を促します

ワン
ポイント

特別支援教育の

研修ニーズの把

握

・学習等でつまずきのある子どもがいる
ことへの教職員の気付きを促す。

・アンケートを記入することで、特別支
援教育の理解啓発を促す。 等

研修テーマの設

定、計画の作成

校内研修の例

・必要性や課題の把握、整理
・課題等から研修テーマの設定、研修計

画の立案
・教員一人一人が協働的に取り組める校

内研修の実施
・研修の有効性の評価及び改善

読み書きが困難な子どものプリント教材
作成上の配慮事項として考えられること

研修の評価

校外研修会の情報を把握する情報05

当センターのホーム
ページ上にある「盲・
聾・養護学校における
研究会・研修会」の情

、 、 、報には 日時 開催校
内容、対象・定員など
を掲載しています。研
修計画の立案等に活用
してください。

成 果 の 報 告作 業 05

報告の方法例

□ 研 修 会 等 の 資 料 を 教

職員に回覧

□ 資 料 の 保 管 場 所 や 所

有 者 が 分 か る よ う な

リ ス ト の 作 成 と 活 用

□ 報 告 会 の 実 施

参加後

Ａ Ｂ

Ⅰ 解答欄の枠を大きくする 漢字に振り仮

Ⅱ 本児の文字の大きさにする 振り仮名の大

Ⅲ たくさんの情報を載せない 振り仮名の位

視聴するメンバーによっては取り
＊

扱いに注意する

活用例
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３ 支援が必要な子どもに気付く支援体制のために

担任や保護者の気付きを促す工夫 気付きを促す実態把握シートの活用１ ２

支援につながる実態把握等の工夫 関係機関と連携を図った実態把握の実施３ ４

情報ツール 気付きのために、LD等の定義や特性を知る
ことが大切です。

相談が受けられる公的な関
係機関の例です。人的ツール

実態把握や相談ができる関係機関人的04
□教育機関

●盲・聾・養護学校
（教育局、市町村教育委員会）●専門家チーム

●北海道立特殊教育センター 他
□医療機関

●道立札幌肢体不自由児総合療育センター
●道立旭川肢体不自由児総合療育センター
●市立札幌病院静療院 他

□福祉機関
●児童相談所 他

インシデント・プロセス法思考03
●子どもの情報や課題を探り、対応策を練る

思考ツール 提供されたインシデント（事例）の一部から、参加
、 、 。者全員で問題の発見 分析 意思決定を行う技法です

実 施 手 順

準 備
参加者を１グル

ープ６名程度で複
数編成し、発表者
は5分程度の情報
を用意します。

発表者による 参加者による 各グループで 各グループから 発表者による

解決策の協議 解決策の提案 感想等の発表
プロセス

事例の提示 情報の収集

発表者は事例の 参加者は事実関 収集した情報か 理由や根拠を示 発表者は提案内
概要を５分程度 係と対処に必要 ら課題分析と支 しながらグルー 容から何を学ん

実施方法
で提示する。 な情報を得るた 援内容等をグル プごとに提案内 だかなどの感想

めの質問をする ープで協議する 容を発表する。 を述べる。。 。

（ ）参考：知的障害のある子どもの担任教師と関係者との協力関係推進に関する研究－個別の指導計画の作成に焦点をあてて－ 独立行政法人 国立特殊教育総合研究所.2004

作業ツール 気付きを促すための資料や実態把
。握のツールを整理しておきましょう

気付きを促す資料作業06
●担任や保護者の気付きを促す資料を用意します

学習面で気になる子

本を読ませると同じ
行を読んだり、行を
とばしたりする。

算数の計算で、桁が
ずれてしまう。

よくしゃべるが、話が
とんだり、内容がず
れたりする。

文字を書くのが苦手
で、書いた文字が鏡
文字になったり、文字
が抜けたりする。

同年齢の子どもに
比べ極端に不器用
で、体の動きがぎこ
ちない。

一対一で話すと指示
がとおるが、集団の
中では話を聞いてい
ないようにみえる。

行動面で気になる子

いつもそわそわしてい
て落ち着きがないこと
が多い。

集中力が持続せず
に、まわりの刺激
に対して気が散り
やすい。

興味がある物にす
ぐにとびつき、待つ
のが難しい。

整理整頓が苦手で
忘れ物が多い。

話を最後まで聞か
ずに質問の途中で
答えを言ってしまう。

ちょっとしたことに
対して、カッとなり
やすい

実態把握チェックリスト作業07
●子どものつまずきや困難な状態を把握します

気になる子どもの実態把握表作業08
●担任や保護者からの情報をまとめます

本 道 の 小 ・ 中 学 校 等 にお け る LD・ ADHD・ 高機 能 自 閉 症等 を含 む障害 のあ る幼 児児 童参考：
生徒の教育支援体制整備のためのガイドブック 北海道教育委員会 2006)( .

例）□知的発達の遅れは認められない。

□順番を待つのが難しい。

□必要な物をよくなくす。 等

気になる児童の実態把握表（例）
○年○組 記入者

児童氏名 気になる様子 長 所 家庭の様子

ツール

ポイント

教 職 員
校内委員会

チェックシート番号

コーディネーター 校内委員会ポイント ツール番号 校長 教職員

担任や保護者の気付きを促す工夫 01１ 作業06 情報06

気付きを促す実態把握シートの活用 03 04 04２ 作業07 情報06

支援につながる実態把握等の工夫 05 04 02 03３ 思考03 作業07 作業08 情報06

関係機関と連携を図った実態把握の実施 05４ 人的04

関

連

表

北海道立特殊教育センター研究紀要 第20号 2007

気付きを促すための観点情報06
□文部科学省の報告書やその参考資料

●「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする
(2003)児童生徒に関する全国実態調査」調査結果

(2003)●ADHD及び高機能自閉症の定義と判断基準 試案（ ）
(1999)●学習障害児に対する指導について（報告）

□北海道教育委員会の広報誌
(2005)●教育ほっかいどう家庭版 ほっとネット Vol.17「 」

□北海道立特殊教育センターの刊行物
(2004)●特別支援教育だより第３号

http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/06siryou/tokudayo/index.html

http://www.mext.go.jp/b_menu/public/2002/021004c.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/018/toushin/030301j.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/002.htm
http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ksk/kouhou/kouhousi/kouhousi.htm
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/06siryou/tokudayo/index.html
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担任や保護者の気付きを促す工夫 気付きを促す実態把握シートの活用１ ２

支援につながる実態把握等の工夫３

○担任や保護者が気になる子どもの実態把握から支援の有無までの取組例
手 順 ツール 内容・方法 留意事項

・校内委員会は、LD等のある ○特別支援教育の対象を知る人的07(P.18)

子どものつまずきや困難な状情報06
況について、研修会や学校通作業06
信等で教職員や保護者に周知

する。

・担任や保護者が、子どもの学 ○｢実態把握チェックリスト｣（例）作業07

習や生活上の困難性に気付い情報06
たときに、その特徴を把握す

るための「実態把握チェック

リスト」を活用する。

「 （ ）作業08 ・ 実態把握チェックリスト」の ○気になる子どもの実態把握表 例

結果を受けて、気になる子ど

もの実態把握表をまとめる。

・まとめた実態把握表は校内委

。員会等の資料として活用する

・校内委員会において、気にな人的07(P.18)

る子ども（ ）の詳し思考03 作業08

い実態等と今後の対応をイン
作業08

シデント・プロセス法で検討

する。

・担任は資料（ ）の補作業08

足説明と子どもへの願いを５

分程度で発表する。

・資料には載っていない多角的

な情報を担任から得る（引き

出す）ための質問をする。

・得られた情報から、実際に行

える対応策を個人で考える時

間を設ける。

（ 、・協議 参加者数が多い場合は

グループ協議を行う ）。

・支援の有無も含めて、対応策

を決定する。

・担任は協議内容の意向や感想

を述べる。19ページへ

特別支援教育の第一歩は支援が必要な子どもに気付くことから始まります。そのため
には、障害の有無にかかわらず、一人一人の子どもの教育的ニーズの把握が大切です。

ワン
ポイント

気になる子ども

の理解について

教職員等に周知

インシデント・

プロセス法を取

り入れて、気に

なる子どもの支

援の必要性の検

討

・生活や学習上の困難性の理解
・周囲の理解と適切な対応の必要性

・いじめや不登校を未然に防止
・確かな学力や豊かな心の育成

□知的発達の状況
□教科指導における気付き
□行動上の気付き
□コミュニケーションや言葉遣いにおけ

る気付き
□対人関係における気付き 等

｢実態把握チェ

ックリスト｣の

（ ）活用 又は作成

気になる子ども

の実態把握の整

理

★進め方のポイント★

【全体のルール】

・会議の目的を明確にする。

・各プロセスの時間を確認する。

・黒板等に記録しながら進める。

【担任の発表】

・資料（ ）の読み上げは避け、補作業08

足があれば付け足す程度にする。

・子どもへの願いを簡単に発表する。

【構成員の質問】

・担任と同じ立場になって考える。

・もし自分がその子どもを支援するとし

たらどのような情報（実態把握）が必

要かを考え、質問をする。

。・担任が答えやすい具体的な質問をする

【協議】

・担任の願いにそった進め方をする。

・担任の指導の在り方等の批判は禁止と

する。

・目的に合った実行できる具体的な結論

を導き出す。

ケース会議や支

援チーム、関係

機関との連携の

有無等の決定

気になる児童の実態把握表

○年○組 記入

児童氏名 気になる様子 長所

○○○○ ・何度も練習しているが、教科 ・努力

書の音読が困難である。 学校

・国語の時間に腹痛を訴え、保 ・友達

健室に行くことが多い。

△△△△ ・一方的に話しかけるが、話し ・時間

活用例

北海道立特殊教育センター研究紀要 第20号 2007

校
内
支
援
体
制
の
改
善
・
充
実
の
た
め
の

ツ
ー
ル
と
そ
の
活
用
例



－ －16

相談しやすい工夫や配慮 教職員等への情報発信１ ２

校内委員会の推進 会議運営の技能向上３ ４

情報ツール コーディネーターの活動とその中核となる
教育相談の情報です。

コーディネーターの役割と活動内容情報07
□ 国立特殊教育総合研究所のプロジェクト研究独立行政法人

●特別支援教育コーディネーター実践ガイド (2006)
●「特別支援教育コーディネーターに関する実際的研

究」報告書(2006)
□北海道教育委員会の刊行物

本道の小・中学校等におけるLD・ADHD・高機能自閉症等を含む障害のある幼児児童生徒の教育支援体●
(2006)制整備のためのガイドブック

□北海道立特殊教育センターの刊行物
●特別支援教育ほっかいどう 第２、３、８号
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/06siryou/tokuho/index.html

教育相談の進め方情報08
□北海道教育委員会の資料

●特別支援教育における相談支援のための手引(2004)

コーディネーターの活動を支
。援する校内外の人材等の例です人的ツール

コーディネーターの活動の充実人的05

□校内関係者

●校長、教頭、各主任、養護教諭等

●スクールカウンセラー等

□校外関係者

●市町村教育委員会、教育局、教育研究機関

●盲・聾・養護学校

コーディネーターの研修人的06

●市町村教育委員会、教育局、教育研究機関

●盲・聾・養護学校

ツール

ポイント

作業ツール コーディネーターは、活動内容を整
理し、取組の様子等を発信します。

各種通信等の文書作業09
●教職員及び保護者に分かりやすく情報を伝えます

○○小学校

特別支援教育コーディネーター

教員 教員 教員

校内の連絡調整

保護者

連絡調整

　関係機関関係機関　

○○教育委員会

Ｂ幼稚園

Ａ特別支援学校

Ｃ中学校

特殊教育センター

Ｄ病院

児童相談所

その他

連携・連携・
協力協力

①

②

③

備考
①校内委員会での推進役、担任への支援、校内研修の企画・運営

②保護者に対する相談の窓口

③関係機関の情報・収集、連絡調整の窓口

、分掌経営計画

校内通信等にお

いて、コーディ

ネーターの活動

内容を図解を入

れるなどの工夫

をして効果的に

伝えましょう。

校内委員会の推進マニュアルの作成作業10
●校内委員会を機能的に推進するための方策を検討

し、共有化を図ります

校内委員会を機能的に推進する方策

（～をするために） （～する）観点 自校の方策

・会議の時間の確保

・校内での位置付け

・運営改善の方法

・会議の目的の明確化

・話しやすい工夫

・素早い支援

・支援対象者以外への支援

・支援記録の蓄積

（その他、必要なこと）

自校の方策例

○担任から気になる子ど

もの連絡を受けた場合

は、短期間内に

（ コ ー デ ィ ネ ー タ ー ）・授業参観

・実態把握の実施

・校内委員会の開催

・支援の有無の決定等

４ 校内の相談や連絡調整を推進するためにコ ー デ ィ ネー ター

ロールプレイ思考04
●人間関係の在り方を演習を通して

学び、相談場面に生かします

実 施 手 順

思考ツール ロールプレイとは、現実に近い場面を設定し、参加者が特
定の役割を演じながら進めることで、相手の気持ちの洞察や
言動・行動を体験的に習得する技法です。

準 備
グループや役割

を決定する前に、
簡単なゲームや雑
談等のウォーミン
グアップを取り入

。れると効果的です

グループ、 事例についての 演技の評価、
プロセス ロールプレイ役割の決定 検討、確認 反省

３人１組のグル 取り上げる事例をも 演技は15分 役割ごとに、
、

実施方法
ープをつくり、 とに、相談の対象と 程度とする。 感想や改善点
それぞれの役割 なる子どもの実態に 参加者は交代 分かったこと
を決定する。 ついて、役割ごとに しながら役割 などを確認し

検討、確認する。 を演じる。 合う。

【ロールプレイの演習例】 【 】ロールプレイの効果

子どもや保護者の役割
を演じることを通して、
相手の考えや話を聞き取
ることの難しさ、傾聴と
共感性など、カウンセリ
ング・マインドの基礎を
体験的に学ぶことがで
き、教育相談の技能の向
上に役立ちます。

参考：特別支援教育における相談支援のための手引（北海道教育委員会.2004）

チェックシート番号

コーディネーター 校内委員会ポイント ツール番号 校長 教職員

相談しやすい工夫や配慮 02 12１ 人的05 思考04 情報08

教職員等への情報発信 11 13 18 19 11 20 01２ 人的05 作業09 情報07

校内委員会の推進 01 02 03 16３ 作業10 情報07

会議運営の技能向上 17４ 人的06 情報07

関

連

表
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http://www.nise.go.jp/kenshuka/josa/kankobutsu/pub_c/c-59.html
http://www.nise.go.jp/kenshuka/josa/kankobutsu/pub_c/c-58.html
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教職員等への情報発信２

教職員等が特別支援教育を自分たちの課題としてとらえていくために、定期的に特別
支援教育に関する情報や、校内の支援状況などを伝えていくことが大切です。

ワン
ポイント

各種通信等の作成文書例作業09

発行：平成○年４月○日
○ ○ 小 学 校
特別支援教育係

、 。新年度１号の特別支援教育だよりでは 本校における特別支援教育の体制について説明します

校内委員会
校長、教頭、コーディネーター、担任、教務担当、特殊学級の
担当者、養護教諭 等

・特別な教育的支援を必要とする児童に対して実態把握を行い、
校内でできる支援についての検討をします。

・特別な教育的支援を必要とする児童が、より学びやすい環境づ
くりや学校の支援体制について検討します。

・学級担任をサポートするための内容、方法を検討します。

Ａさんは、２年生になってもなかなか平仮名が読めるようになり
ませんでした。保護者が心配をして、担任に相談をし、校内委員会
で話し合うことにしました。

校内委員会では、学級の中での担任の配慮だけでは、文字を獲得していくのは難しいと
考え、担任が学級の中でできる配慮と、放課後等の個別指導の内容と方法について検討し

。 、 、 。ました その際に 特殊学級のＢ先生から 指導の具体的な内容や方法が提案されました

学級での配慮事項
・絵のついた五十音表を見やすい場所にはる。

、 。・作文は担任が話を聞いて書き それを視写する

個別指導の内容（放課後）
、 。・絵カードを利用して 音と絵をマッチングする

・絵の名前と文字をマッチングする。

Ａさんの変化

、 。・学習への苦手意識 書くことの抵抗感が軽減した

・平仮名の五十音のほとんどを、読んだり、書いた

りできるようになった。

・簡単な文章を一人で書けるようになった。

保護者

コーディネーター

担　任

本校における校内組織図と支援の流れ

関係機関関係機関
特別支援教育
専門家チーム

医療機関

児童相談所

生徒指導部

就学指導

委員会

コーディネーターは、
相談の窓口として、保
護者や担任から情報を
得たり、心配なことに
ついて話を聞きます。

コーディネーターは、
必要に応じて、関係機
関と連携を取り、支援
のための情報を得ます。

個別の指導計画を
作成して具体的な指導及び

支援を行います。

校内委員会
子どもの実態把握、保護者や担任の困っている
ことの把握、支援の場面や内容等について話し
合います。

支援は、だれが、どういう場面で、
どのようにするかを考え、目標に
ついては定期的に評価します。

担任や保護者の気付きなど
ケースによっては、
就学指導や生徒指
導と連携を図りな
がら支援を考える
こともあります。

構 成

目 的

昨年度の支援例から

№１特別支援教育だより

活用例
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情報ツール

校内委員会の活動事例情報09
□北海道立特殊教育センターの刊行物

●特別支援教育ほっかいどう 第５号(2005)
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/06siryou/tokuho/index.html

通常の学級における障害理解情報10
□ 国立特殊教育総合研究所のプロジェクト研究独立行政法人

●通常学級において留意して指導することとなっている
児童生徒に対する指導および支援体制の充実・整備等
に関する研究(2002)

校内委員会の活動事例、支援内容を具体化す
るための指導計画の情報を収集します。

校内委員会は校内支援体制
に必要な人材で構成します。人的ツール

校内委員会人的07

□企画・運営

●コーディネーター

□構成員（学校の実情に応じて）

●校長、教頭、コーディネーター、教務主

任、生徒指導主事、通級指導教室の担当

者、特殊学級の担当者、養護教諭、対象

の児童生徒の担任、学年主任 等

ファシリテーション思考05
●よりよい合意形成を導く話合い

ブレーン・ストーミング思考06
実 施 手 順

思考ツール ファシリテーションとは 「促進 「助長」という意味を、 」
持ち、組織で方策を決定する際に、参加者の相互理解を促
し、合意形成へ導き、チームを活性化させる技法です。

その話合いにおいて、参加者から多様な意見を求めるた
めにブレーン・ストーミングの技法を活用します。

共 有 発 散 収 束 共 有プロセス

会議の目的 出された意 参加者の合意ブレーン・ス

や何を決定 等 見を意味あ で だれが 何トーミング 「 」「

するのか、 の技法でとに るグループ を 「いつまで実施方法 」

会議時間等 かくアイディ としてまと に」実行する

を確認する アを出す。 める。 か決定する。。

会議のプロセス
の管理を担う人で
あるファシリテー
ターを決めます。
ファシリテーター
は、進め方に注意
を配り、スムーズ
な課題解決を目指
したマネジメント
を行います。

（ ）参考：特別支援教育コーディネーター養成研修マニュアル 独立行政法人 国立特殊教育総合研究所,2006

ブレーン・ストーミングの

４つのルール

①相手の意見の「批判禁止」

②「自由奔放」な発想で発言

③「質より量」を重視

「 」④ アイディアを 結合・改善

●多量の発想を生み出す

作業ツール 支援の必要な子どもの指導が組織的に
展開できるように整理します。なお、個
人情報の取り扱いには注意を要します。

校内外の支援内容リスト作業11
、●ケース会議等で決定した支援内容を一覧にまとめ

全教職員に周知します

支援内容リスト（例）
児童名 学校の支援 学校外の支援 家庭の支援
○○○○ 算数はTT… 発達支援セ… 家庭教師を…
△△△△ 放課後に… 特殊教育セ… 兄弟との関…
□□□□ 国語はプ… 養護学校で… 約束表を毎…

個別の週間支援シート作業12
●校内委員会で検討した支援内容を時間割等に付け

加える等の工夫をし、共通理解を図ります

○○小学校 １年○組 Ａさんの週間支援シート（例）
月 火 水 木 金

担任 一斉 配慮朝 の 会
国 語１時間目
一斉 個別課題ＴＴ担当者

算 数２時間目
担任 少人数 習熟度

生 活３時間目
一斉 補足説明○○先生

○○先生 個別 書字放 課 後

支 援にか かわる

人 指導形態 支「 」「 」「

援内容」等を明確に

しておきます。

ツール

ポイント

５ 校内委員会の機能を発揮した支援体制のために校内委員会

支援内容等の具体化と共通理解 子どもへの理解啓発１ ２

会議内容を教職員に周知 保護者等への理解啓発３ ４

チェックシート番号

ポイント ツール番号 校長 教職員 校内委員会コーディネーター

支援内容等の具体化と共通理解 14 01 14 06 07 17 19１ 人的07 思考05 思考06 作業11 作業12 情報09

子どもへの理解啓発 09２ 人的07 思考05 思考06 情報10

会議内容を教職員に周知 06３ 人的07 作業11 作業12

保護者等への理解啓発 10４ 人的07 情報09

関

連

表
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支援内容等の具体化と共通理解 会議内容を教職員に周知１ ３

○校内委員会における支援の必要な子どもの支援内容・体制についての検討例

手 順 ツール 内容・方法 留意事項

15ページから

・ファシリテーターを決定する ○指導の目標の設定の視点人的07 。

・会議の目的（指導の目標を達思考05
成させるための支援内容・体

制の決定）を確認する。

・タイムテーブルを確認する。

・支援内容について自由にアイ思考06

ディアを出し合う。 ○ブレーン・ストーミングの効果

・１人○○個以上とか、輪番に

発表し合うなどたくさんのア

イディアを出す工夫をする。

・他人のアイディアをヒントに

するが、批判はしない。

・出されたアイディアは記録に

残しながら進める。

○支援内容の項目分けとその優先順位付け・出された支援内容の整理

①支援内容を項目ごとに分類

する。

②項目ごとに支援内容の優先

順位を決める。

・支援内容をまとめる。

・支援に関する内容については作業11

「 」 、支援内容リスト を作成し

全教職員に周知する。

・ だれが 「どこで 「いつま「 」 」

でに」実行するかを構成員の

合意で決定する。

・担任や支援にかかわる教職員作業12

は、具体的な支援について、

週間支援シートを使い、だれ

がどのように支援に当たるか

を確認する。

「 」「 」「 」※ 人 指導形態 指導内容

を明確にしておくことで、評

価や次の支援に向けて情報を

整理しやすくなる。

※週間支援シートを保護者に配

付する場合は、必要な情報を

精選する。

一人一人の違いに応じた支援策が考えられますので これしかない 前例がない あ、「 」「 （
る 」というような表現は避け、最善策を求め続ける姿勢が大切です。）

ワン
ポイント

会議の目的等の

確認（共有）

ファシリテーションの技法を用いて校内委員会（ケース会議）を開催する

ブレーン・スト

ーミングの技法

で、子どもにあ

った支援のアイ

ディアを出す

（発散）

アイディアをま

とめる（収束）

支援内容等の決

定（共有）

アイディアを出し合う中で、

「こういう考え方もあるんだ！」

「これだとすぐに実行できる！」

「自分たちの手で解決しなければ！」

などの協働意識が高まる

そして、実行段階では、

「みんなで協力して実行してみる！」

読み書きに課題のあるＡさんへの支援（例）

順位支援内容 項目
国語の時間はTT担当者を配置する Ａ ３
連絡帳を準備して家庭と連携する Ｃ １
平仮名練習は個別指導 A ２
教科書・プリントの漢字にルビ Ｂ １

A：指導形態
B：支援内容
C：家庭との連携

方 法
①支援内容を列挙する
②A～Ｃの項目に分類する
③項目内で優先順位を付ける

・将来を見通して今何が必要か
・今指導することが必要か
・一定期間の指導によって目標が達成できる可

能性があるか

週の時間割に支

援の内容を反映

１年○組 Ａさんの週間支援シート（例）
月 火

朝 の 会
国語 算数１時間目 うみへのながいたび「 」

一斉 読みの練習対応 担任ＴＴ担当者
※教科書にルビ（家庭）
算数 国語２時間目 「大きなかず」
担任 一斉 問題読み支援 本読み
※プリントにルビ（担任）
生活 体育３時間目 ふゆのあそび」「
グループ学習
※グループ編成に配慮
音楽 道徳５時間目 あそび歌」「

放課後教室放 課 後
Ｂ先生 個別 平仮名練習＊

（ 特殊学級の担当者）
＊

21ページへ
指導体制の検討
及び決定

指導の目標（例）
「文の構成を意識しながら作文を書くことが
できる」

活用例
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個別の指導計画の作成 指導体制の工夫１ ２

教材の共有化３

情報ツール 「分かる 「できる」を実感できる具体的な」
配慮を盛り込んだ指導計画の作成が大切です。

個別の指導計画の作成情報11
□北海道立特殊教育センターの刊行物

●個別の指導計画「A to Z」(2001)
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/06siryou/atoz/atoz.pdf

インターネット上の教材情報12
●教育情報ナショナルセンター
http://www.nicer.go.jp/

●北海道立特殊教育センターのホームページから探す
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/11link/link_kontentu.html

指導体制の工夫情報13
□ 国立特殊教育総合研究所のプロジェクト研究独立行政法人

●小・中学校における障害のある子どもへの教育の支援
体制に関する研究(中間報告.2005)

担任や子どもを組織として支
えるための体制を構築します。人的ツール

個別の指導計画の作成人的08
□作成関係者

●支援が必要な子どもの担任
●コーディネーター 等

□作成に当たって助言が得られる関係機関
●盲・聾・養護学校
●教育研究機関

指導体制の工夫人的09
、 、 、●教務部 コーディネーター 校内委員会

ＴＴ担当者

教材作成・提供の支援人的10
●通級指導教室及び特殊学級
●盲・聾・養護学校

ＫＪ法思考07
●アイディアを統合して、

課題解決の糸口を探る

実 施 手 順

思考ツール ＫＪ法とは、文化人類学者の川喜田二郎氏がデータをまとめるために考案した技法です。参加者から、
たくさんのアイディアを出し合う場合は、ブレーン・ストーミング(P.18)を行った後に、そのデータやア
イディアをＫＪ法を活用して整理・統合する過程で新たな発想を生み出し、課題解決を図ります。

準 備

名刺大のカード（付せん

紙 、模造紙（ホワイトボ）

ード 、筆記具、カードを）

束ねる輪ゴム 等

カード作成 カードの編成 空間配置 A型図解 Ｂ型文章化プロセス

１つのアイデ 記述されたカードの グループ化され グループ同士の Ａ型図解をも
ィアや意見、 中から似ているもの たカードの束を 関係を棒線を引 とにして文章
情報を１枚の をいくつかのグルー 内容の近さや因 いたり枠で囲む 化する。また

実施方法
カードに要約 プにまとめ、それぞ 果関係を考慮し などして全体を 省略Ｂ型とし
し て 記 述 す れのグループに見出 て模造紙などの 表示し、図解化 て口答で発表
る。 しを付ける。 上に配置する。 する。 する。

参考：発想法 創造性開発のために（川喜田二郎.1967 、 続・発想法 ＫＪ法の展開と応用（川喜田二郎.1970)）

作業ツール 指導を充実するための教材・教具の
。リストと指導計画の書式を用意します

教材・教具リスト作業13
●教材・教具の共有化で指導の充実を図ります

個別の指導計画の書式作業14
●評価を記入できるように工夫します

○○小学校 個別の指導計画（例）

期間（年 月～年 月）

年 組氏名 作成日 作成者

子どもの様子

保護者の願い

指 導 の 目 標

指導内容 方法・

指 導 形 態

評 価

【目標の設定】
実態把握に基づき、子どものよ

さや保護者の願い等を考慮して長
期と短期の目標を整理します。

長期目標：約１年間の目標
短期目標：1～3か月位の目標

支援が必要な子どもの教材・教具リスト（例）

No 教材・教具名 管理者 保管場所 特 徴

絵カード 教 務 部 教 材 室 行動面…１

視知覚トレ… ○○先生 ○○先生 自作の…２

筆順ソフト 自習の…３ インターネット上 http://w…

ツール

ポイント

６ 担任や子どもを組織的に支援する
指導体制のために

教 職 員
校内委員会

チェックシート番号

ポイント ツール番号 校長 教職員 校内委員会コーディネーター

個別の指導計画の作成 07 05 18 08１ 人的08 作業14 情報11

指導体制の工夫 10 09 11 13 14２ 人的09 思考07 情報13

教材の共有化 08 12３ 人的10 作業13 情報12

関

連

表
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個別の指導計画の作成 指導体制の工夫 教材の共有化１ ２ ３

○必要な支援内容を具現化する指導体制の検討例

手 順 ツール 内容・方法 留意事項

19ページから

・ブレーン・ストーミングの技 ○話合いの過程で大切なこと人的09

法を用いて、指導目標及び支思考06(P.18)
援内容等を具現化するための情報13
アイディアを出し合う。

・出し合ったアイディアは、要

約して記録する。

・要約した記録を似た内容ごと ○指導体制等の工夫（例）思考07
にグループ分けする。

・グループ化された紙を内容の

近さ や因果関係等 を考慮し

て、ホワイトボードにはり付

ける。

・グループ同士の関係を棒線を

引いたり、枠で囲んだりして

図解化する。

・担任や支援が必要な子どもを

支援するための指導体制等を

検討する。

・ だれが 「何を 「どこで」人的10 「 」 」

「どのように 「いつまで」情報12 」

等を具体的にして、指導体制作業13
○個別の指導計画作成のメリットを決定する。

人的08

・話合いの結果を反映させて個情報11

別の指導計画を作成する。作業14

19ページへ

個別の指導計画の作成１

個別の指導計画の活用と評価について作業14

できるところから始めることが基本となりますが、必要とされている支援ができるよ
うにするための知恵を出し合い、目標の実現を目指す職場の雰囲気づくりが大切です。

ワン
ポイント

指導の目標及び
支援内容等を具
現化する指導体
制の意見を抽出

□担任以外の指導者の配置
、 、 、ＴＴ担当者 空き時間の教員 特殊学級担任

通級指導教室の担当者、ボランティア 等
□指導形態の工夫

少人数指導、習熟度別指導、個別指導 等
□指導時間の工夫

教科の時間で個別の配慮、放課後、休み時間
□指導期間の工夫

長期：１年 短期：１～３か月
□教室以外の指導場所の工夫

オープン教室の設置と活用、特殊学級や通級
指導教室の活用 等

□教材・教具
マス目の大きさを工夫した数種類の作文用
紙、コピーが可能な市販の学習プリント 等

□様式や資料
計画や記録等の様式、LD等の指導資料 等

□その他
各種会議の時間短縮や統合等による放課後の
指導時間の確保 等

出されたアイデ

ィ ア を Ｋ Ｊ 法

で、整理・統合

し、指導体制を

検討

評価を指導に生かす

個別の指導計画

実 践

評 価

評価の結果によって後の指導を改善し、
更に改善した指導の成果を再度評価する。

ブレーン・ストーミングとＫＪ法の技法を用いて、指導体制を検討する

・ブレーン・ストーミングの４つのルー

ルを守る

・ これは無理」と思わず、必要と思われ「

る支援をできるだけ出し合う

指導体制の決定

個別の指導計画

の作成
・子どもの学習面や行動面のよさやつま

ずき、困難な状況が明確になる

・支援の方針や手立てが具体的になる

・評価の観点が明確になる 等

○○小学校 個別の指導計画（例）
（ ）期間 ○年○月～○年○月

○年○組 氏名 ○ ○ ○ ○ 作成日○年○月○日 作成者 ○ ○ ○ ○
、 。子どもの様子 作文やテストの時間に分からないと 大声でアニメのせりふを言う

社会性を身に付けてほしい。保護者の願い
・分からない時には、手を挙げて担任に訴えることができる。指 導 目 標
・文の構成を意識しながら、作文を書くことができる。
・授業中はアニメのせりふを言わないことをルールとする。指導内容・方法

、 。・一斉指導の時には 後で再度説明をすることを伝え安心させる
・作文は、文の構成(「いつ 「どこで」等)を示したお手本シート」
を見ながらまとめさせる。支援は徐々に減らしていく。

・必要な場面に、当面ＴＴ担当者が入り、全体指導を補助する。指 導 形 態
・本児童への支援は担任が行う。
・授業中にアニメのせりふを言わないで過ごすことができる。評 価
・分からない時には、言葉で伝えることができる。
・作文は、お手本シートをヒントに書こうとすることができる。

活用例
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ＬＤ等の特性や配慮事項の理解 個別の指導（授業）記録の整備１ ２

個に応じた教育環境の整備 学級の子どもたちへの指導と配慮３ ４

ソーシャルスキルトレーニング思考08
●社会的に必要なことを学ぶ技術

思考ツール ソーシャルスキルとは、社会集団の中で、意図的に
人とうまくかかわっていく技術のことです。

実 施 手 順

こ
れ
か
ら

大
切
な
は
な
し
を

し
ま
す

インストラクション モデリング リハーサル 般 化プロセス フィードバック

絵や言葉等でス スキルの見本を 実際の行動で 肯定的に評価 他の場面でも使
キルを教える。 見せて、まねさ 何度も繰り返 し、必要に応じ えるように促実施方法

せる。 させる。 て修正する。 す。
（例） よい聴き方、悪 絵カードと同じ で 肯定的な評価を 家庭とも連携をロールプレイ
聴き 方 の い聴き方を絵カ ように聴き方を 実 際 に 練 習 す しながら、自ら 図り、聴き方の

。スキル ードで知る。 まねさせる。 る。 振り返させる。 スキルを高める

準 備
必要に応じて、

指導するテーマの
内容に沿った絵カ
ード等を用意しま

す。

悪い聴き方②
先生の話中に、

後席の友達に話し
かけています。

よい聴き方
先生の話中に、

先生の方に顔を向
。けて聴いています

こ
れ
か
ら

大
切
な
は
な
し
を

し
ま
す

悪い聴き方①
先生の話中に、

グラウンドを気に
しています。

こ
れ
か
ら

大
切
な
は
な
し
を

し
ま
す

担任を孤立させないために、
組織でバックアップします。人的ツール

学級経営の支援人的11

□校内組織の活用

●コーディネーター、校内委員会構成員、

通級指導教室・特殊学級の担当者 等

□関係機関の活用

●盲・聾・養護学校のコーディネーター

●教育研究機関

情報ツール 北海道立特殊教育センターの研修資料・蔵書・
ビデオ等をご利用ください。

ＬＤ等の理解と支援内容・方法情報14
□北海道教育委員会の刊行物

本道の小・中学校等におけるLD・ADHD・高機能自閉症等を含む障害のある幼児児童生徒の教育支援体制整●
(2006)備のためのガイドブック

□北海道立特殊教育センターの刊行物
●PEARLS OF WISDOM (2004)
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/06siryou/wisdom/pearls_of_wisdom.html

□書籍や雑誌、ビデオの貸出しサービス
●北海道立特殊教育センターのライブラリー
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/07library/index.html

ツール

ポイント

作業ツール 個別の配慮を学級全体の教育環境
の配慮に結びつくよう工夫します。

個別の授業記録作業15
●教科担任やTT担当者等との授業の引継ぎ、個別

の指導計画作成のための資料にも活用します

授業記録

日 時

担当者

内容 目標 方法 成果 課題・

（ ）A５の２穴ファイル 教科別

子どもの具体的な
配慮事項を添付

教育環境の配慮一覧表作業16
●支援の必要な子どもの教育環境の整備は学級のす

べての子どもの学びやすさを促します

７ 子どもの教育的ニーズに応じた学級経営のために教 職 員

チェックシート番号

コーディネーター 校内委員会ポイント ツール番号 校長 教職員

ＬＤ等の特性や配慮事項の理解 03 08 11１ 人的11 情報14

個別の指導（授業）記録の整備 10２ 作業15

個に応じた教育環境の整備 12 13 15３ 人的11 思考08 作業16 情報14

学級の子どもたちへの指導と配慮 02 14４ 人的11 思考08 情報14

関
連
表

あ
―
―
っ

２
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も
う
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項 目 配慮が必要な事項（例）

黒板の文字が見やすい位置座席の位置

色模造紙で区別する学級掲示物

置く位置を写真で提示持ち物への配慮

学習に必要な物を置く学習用具の机上の配置

活躍の機会を必ず設定する一斉指導上の配慮

分からないときは挙手するグループ活動時の配慮

ノートのマス目の数で板書板書の工夫

文字の大きさは20ポイント学習プリントの工夫

＊必要に応じて項目を増やし、配慮事項を検討してください

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gky/guide_book
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/06siryou/wisdom/pearls_of_wisdom.html
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/07library/index.html


LD等の特性や配慮事項の理解 個に応じた教育環境の整備１ ３

「PEARLS OF WISDOM」を活用した教育環境の整備情報14 作業16

学級の子どもたちへの指導と配慮４

○「障害のある人について理解する学習」の指導計画例

「PEARLS OF WISDOM」
北海道立特殊教育センター

(2004)

指導場面で

・学習教材の作成
・言葉がけの仕方
・掲示物作成時の配慮
・対人関係の対処法 等

個別の指導計画の作成で

・目標の設定
・指導内容・方法の設定
・配慮事項の設定
・評価の観点 等

校内研修会で

・理解・啓発用の資料
・指導案の作成の資料
・研究テーマ設定の資料
・教材教具の開発資料 等

○○小学校 特別支援教育の指導計画
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

「障害のある人の生活 「自分たちにできるテ ー マ 「 」不自由さを感じる 「障害のある人の生 「みんな違って、み 「障害とは何かを考
」をサポートするもの」 ことは何かを考える活を知る」 んないい」 える」

疑似体験を通して、 不自由さを軽減する 身近な場面でも、障 人には得意、不得意 環境や周りの支援に 支援には、相手の考目 標
不安や不自由さを実 工夫（補助器具等） 害のある人には不自 な面があり、お互い よって不便さに違い えや立場を思いやる
感する。 があることを知る。 由と感じていること を認め合うことが必 があることを知る。 ことが大切であるこ

があることを知る。 要なことを知る。 とを知る。
アイマスクや耳栓を 当事者の話や 白杖 当事者等の話を聞い ＬＤの疑似体験を通 職業自立している障 障害者の手記等を通内 容 、 、
使った疑似体験をす 拡大読書機等の補助 たり、車いすで段差 して、がんばっても 害者のVTRの視聴を し、本当に必要な援
る。 器具に触れる体験を を乗り越える体験を 分からない、できな 通して、働きやすい 助や支援とは何かに

する。 する。 い気持ちを知る。 環境を考える。 ついて討論する。
５月の道徳の時間に２時間実施する ６月の道徳の時間に３時間実施する時期・場面

見えない、聞こえな 不自由さを軽減する 人によって不便さが お互いを認め合うこ 環境や周りの支援の 討論を通して、自分評 価
い不安や不自由さを 工夫があることを知 違うことを知ること とが必要なことを知 関係から障害を考え にできる支援を考え
知ることができる。 ることができる。 ができる。 ることができる。 ることができる。 ることができる。

支援が必要な子どもを受け入れる学級づくりのポイント思考08

①人はそれぞれ「違いがある」ことを指導する

●「一人一人は違う 「得手・不得手がある」等、学級で学び合うことの大切さを伝えます。」、

●「どんなときに、どのようになるのか 「その対応 「本人の改善したいという思い」等について、短く、さらりと、周」、 」、

りの子どもに伝えます （事前に保護者の了解も得ておきます ）。 。

②「待つこと」を指導する

●「きちんと待っている子ども 「待っているときの状態の子ども」の態度をほめます。」、

●「どうして待つことが大切なのか」をきちんと言葉で説明します。

③「感謝」や「謝る」などの気持ちを言葉で表現できるように指導する

● 担任が 「待ってくれた子ども 「手伝ってくれた子ども 「助けてくれた子ども」に 「ありがとう」を言うことで、子、 」、 」、 、

どもたちの対人関係のモデルとなります。

●「ありがとう 「すみません」が言えない子どもには、担任が代わって言うことで、子どもたちの心をつなぐことができ」、

ます。

④支援が必要な子どもの特別な配慮を説明する

●ＬＤ等の子どもを応援している子どもをほめます。

「 」 、 、「 、 」●ＬＤ等の子どもへの いらだちを行動に表してしまった子ども には いらだちに共感した後に なぜ いけないなのか

じっくり話をします。

⑤「聴く 「話す」ことができる子どもを育てる言葉がけ」

「 （ ） 」「 （ ） 」「 」● 体を向けて聴き 話し ましょう 顔を見て聴き 話し ましょう 相手の言いたいことを考えながら聴きましょう

「どう言ったら分かってもらえるか考えながら話しましょう」

－ －23
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活用例

 
 困難な状態 

(困難な状態の具体例) 
○話を最後まで聞くこ

とが難しい。  

 ・話の途中でしゃべり

始める。  

 ・話をしていても席を

立

   配慮のポイント   
○伝える情報についてポ

イントを簡潔に示し、

強調する部分は視覚的

な情報等を活用する。

○席を立ったときには、

支援の内容・方法 
（通常の学級での配慮した支援例）  

○視覚的な情報を活用する  

 ・ 話に まつ わる 具体 的 な 絵や 文字 カー ド な

ど の 教材 を活 用し 、そ れを 順に 見せ なが

ら 話 をす る。  

○名前を呼びながら話す 

(７) 注意の集中の困難さへの支援
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http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/07library/index.html
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ＰＡＴＨ思考09
●本人や保護者の願いの実現を目指す

記録シート作業17ＰＡＴＨ

PATH記録シート

思考ツール PATHはPlanning Alternative Tomorrow with Hope
（希望に満ちたもう一つの未来の計画）の略で、障害者本
人と保護者や関係者が一堂に会し、その人の夢や希望に基
づきゴールを設定し、ゴール達成のための作戦会議です。

（ ）参考：知的障害養護学校における個別の指導計画とその実際に関する研究 独立行政法人 国立特殊教育総合研究所,2002

作業ツール

ゴール いま 関係者 必要な力 近い将来 最初の一歩ステップ 幸せの一番星

現実にとらわ １～３年後 ゴールと比 ゴールや夢 ゴールや夢 1～３月後 参加者が家

れずに、本人 のゴールを 較し現状を の実現に必 の実現に必 にどのくら に帰ってか
実施方法

の（が）夢や 設定する・ どう感じて 要な人(名) 要な力を挙 いのことが ら最初にや

。 。 。希望を語る。 感じる。 を挙げる。 げる。いるか語る 可能か考察 るべきこと

夢夢

・・

希希

望望

１．幸せの一番星１．幸せの一番星

３
．
い
ま

３
．
い
ま

４
．
関
係
者

４
．
関
係
者

５
．
必
要
な
力

５
．
必
要
な
力

７
．
最
初
の
一
歩

７
．
最
初
の
一
歩

６
．
近
い
将
来

６
．
近
い
将
来

２
．
ゴ
ー
ル

２
．
ゴ
ー
ル

実 施 手 順 事前にPATH記録シートを模造紙で作っておきます。下表のステップに従っ
て参加者全員がゴールを目指して話し合い、シートに記録します。

作業ツール 連絡シート（帳）や教育相談
記録票を準備します。

年 月 日（ ） 記入者

教科

６

５

４

３

２

１

コメント本児評価内容単元時

連絡シート（例）

授業中の様子

学校と家庭の通信

家庭から学校から

●保護者との情報の作業18連絡シート
交換に使います

本人の評価は、自らの行
動の振り返りと改善のき
っかけに結びつきます。

内容によっては、
文書よりも口頭や時
間をかけて話し合う
方がよい場合もあり
ますので、見極めが
大切です。

指導記録としても活
用できるように工夫
することが大切です｡

教育相談作業19
記録票

●主訴や課題が明確になる
記録票を用意します

教育相談記録票（例）

保護者氏名年 組氏名 （男・女）

相談日： 年 月 日

□障害・発達 □学習面 □生活面 □行動面
□進路 □その他（ ）

主訴

秘

その他

□家庭学習の定着 □学習の理解
□その他（ ）

学習面

□多動 □注意 □衝動 □対人関係
□その他（ ）

行動面

□言語理解 □言語表出 □発音 □文字
□その他（ ）

ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ

□睡眠 □食事 □着脱 □生活習慣
□その他（ ）

身辺処理

家
庭
生
活
の
様
子

保 護 者 の
様 子 等

助 言 内 容

保 護 者 の
意 向 等

該当する主訴にチェッ【主訴】
クを入れます。

各項目で【家庭生活の様子】
該当する内容にチェックを入
れ、課題を明確にします。項
目や内容は相談の効率化が図
られるように工夫します。

相談時の【保護者の様子等】
保護者の様子や願い、家庭で

。のかかわり方等を記入します

助言に【保護者の意向等】
対する保護者の意向や次回

。の相談予定等を記入します

相談者【助言内容】
が保護者に助言した

。内容等を記入します

保護者との連携は、学校全体
の取組にします。人的ツール

保護者との連携の推進人的12
□相談の窓口

●コーディネーター、学級担任 等

□情報発信

●校長、コーディネーター、PTA 等

情報ツール 当センターの教育相談の案内を参考に、相談
の内容や連絡先等を各種通信で伝えます。

相談手続きの周知情報15

□北海道立特殊教育センターのホームページ

●教育相談について

http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/05soudan/index_soudan.html

ツール

ポイント

８ 保護者との連携を推進するために全教職員

特別支援教育にかかわる情報の発信 相談手続きの周知１ ２

子どもの実態の共通理解 支援内容の明確化３ ４
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チェックシート番号

コーディネーター 校内委員会ポイント ツール番号 校長 教職員

特別支援教育にかかわる情報の発信 11 13 19１ 人的12 情報15

相談手続きの周知 12 18 11 12２ 人的12 情報15

子どもの実態の共通理解 16 17 20 13 10３ 人的12 思考09 作業17 作業18 作業19

支援内容の明確化 14 15 14 15４ 人的12 思考09 作業17 作業18

関

連

表
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子どもの実態の共通理解 支援内容の明確化３ ４

○本人や保護者の夢や願いを個別の指導計画の作成に反映した取組例

手 順 ツール 内容・方法 留意事項

・保護者以外の参加者は、事前 ○PATHの取組例人的12

に本人の情報を知っておく。思考09
＊ステップごとにＰＡＴＨ記録作業17

シートに記録していく。

・保護者（または本人）から本

人の夢や希望を聞き取る。

・ブレーン・ストーミングの要

領で、参加者は思ったことを

語り合う。

・夢（一番星）を決定する。

・１年後又は３年後はどうなっ

て欲しいかのゴールを設定す

る〔感じる 。〕

・ゴールと比較して現在がどの

ような状況にあるのか、学校

や家庭の様子を話し合う。

・夢（ゴール）をかなえるのに

。必要な関係者の名前を挙げる

（ 、 ）現状ではなく 夢に対して

・夢の実現に必要な力を挙げる

・その力を増す方法を挙げる。

・近い将来、どのくらいのこと

が可能かを話し合う。

・個別の指導計画の長期目標の

設定であれば１年間、短期目

標であれば３か月間くらいに

設定する。

・それぞれの参加者が最初に何

をしなければいけないのか具 ○個別の指導計画への反映

体的に話し合う。

・PATHで話し合われた内容を人的08(P.20)

受けて、指導の目標や手だて情報11(P.20)

等を検討する。作業14(P.20)

個別の指導計画の作成に当たっては、つまずきや困難な状況の改善等に焦点が当たり
がちですが、本人の夢や希望に基づいた目標を設定する視点が大切です。

ワン
ポイント

夢や希望を語る
〔 〕一番星の決定

ＰＡＴＨの技法を用いて本人や保護者の夢や願いを個別の指導計画の作成に生かす

ゴールを設定す

る〔感じる〕

今に根ざすこと

必要な関係者

必要な力

近い将来の行動

を図示する

最初の一歩

□一番星

「コンピュータプログラマーになりたい」

□ゴール（１年後）

・文章の構成を意識して話したり、作文を書

くことができる

・分からないときは人に尋ねることができる

・数や量の概念を理解することができる 等

□今に根ざす

・話し出すと内容にまとまりがない

・分からなくなると大声で好きな歌を歌う

・大きな数の数字を読むことが難しい

・人懐っこく、世話好き 等

□必要な関係者

・専門学校、大学の先生（助言・援助）

・ジョブコーチ（就職後のサポート）

・お父さん（資金援助） 等

□必要な力

・相手に伝わりやすい話し方

・相手の話をよく聞く態度

・コンピュータの知識や操作技能 等

□近い将来（３か月後）の行動を図示する

・学校で、分からないときは、静かに手をあ

げることができる

・ いつ 「どこで」…のカード（以下「手順「 」

カード」という）を見ながら、まとまりの

ある文章を構成して作文を書くことができ

る 等

□近い将来（１か月後）の行動を図示する

・学校で、分からないときは 「先生」と声、

をかけることができる

・手順カードを使って、授業中に発表するこ

とができる 等

□最初の一歩

担 任：手順カードを作成する

保 護 者： お母さん」と言ってから話をす「

るように促す

：話合いの記録をまとめるコーディネーター

個別の指導計画
の作成

指導の目標の設定（例）
[長期]・分からないときは、周りの状況を判

断してから、発言する 等
[短期]・手順カードを見ながら、文章の構成

を考えて発言する 等

活用例
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関係機関の情報の収集・整理 連携依頼の手続きの明確化１ ２

会議等に必要な情報の収集 個人情報の管理３ ４

（P.18参照）思考05ファシリテーション

●よりよい合意形成を導く話し合い

思考ツール 子どもの支援に向けて、参加者
の思いを一つに結びつけます。

関係機関のリスト作業20
●関係機関の情報を収集し、整理します

作業ツール 関係機関との連携を図るため必要な各
種情報や手続きについて整理します。

連携手続きマニュアル作業21
●関係機関に相談や診断等を依頼することが必要に

なった場合の手続きを決めておきます

関係機関との連携・協力を依頼する手続き（例）

連携・協力の判断

保護者の同意

校長が決定

必要な資料の作成

校内委員会が相談の目
的等を含めて決定する

保護者から事前に同意
書を提出してもらう

校長が決定する

コーディネーターが子ど
もの資料を準備する

関係機関

・個別相談
・資料提供
・指導・助言

情報提供・
相談

情報提供・
支援

個人情報管理マニュアル作業23
●個人情報の取得、運用、管理等の具体的な取り扱

い方法や対応を定め、保護者の理解と協力を得ま

す

項 目 対応すべき留意事項（例）

利 用 利用目的、利用者の範囲の提示

取 得 取得する情報や取得方法の提示

適 正 保管・管理期間、廃案時期の提示

安 全 管 理 紛失、漏えい、盗難の未然防止の提示

第三者に情報提供 保護者（本人）への対応を提示

保護者からの要望 質問、要望への対応を提示

情報収集マニュアル作業22
●関係機関との連携・協力を図るために、相手側

に対して説明や報告の資料を準備します

連携に必要な情報のみを収集する収集の考え方
・生育歴等のプロフィール収集する資料
・実態把握シート
・個別の指導計画 等
情報を提供する目的や内容を保護者に留 意 事 項
説明し、同意を得る

用途別の書式を準備しておきましょう

LD等の診…012……□□市………□□病院医療

療育手帳…012……△△市………△△児童相談所福祉

教育相談…011……●●市………●●教育センター教育

視知覚の…012……○○町………○○養護学校教育

備 考電話住 所〒機関名分類

特別支援教育を推進するための関係機関リスト（例）

、関係機関との連携を図るために
組織的に対応を図ります。人的ツール

関係機関との連携の推進人的13
□関係機関のリスト作成

●コーディネーター

□関係機関の利用手順や書式の作成

●校長、コーディネーター、校内委員会

□関係機関とのケース会議の計画・実施・評価

●コーディネーター、校内委員会

情報ツール 関係機関の情報は近隣の盲・聾・養護学
校にお問い合わせください。

盲・聾・養護学校のセンター的機能情報16
□北海道立特殊教育センターの刊行物

●平成16年度 研究紀要 第18号(2005)
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/06siryou/h16_bulletin/h16_bulletin.html

●特別支援教育だより 第５号(2005)
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/06siryou/tokudayo/index.html

個人情報の管理情報17

□文部科学省のホームページ
●「個人情報保護」のページ
http://www.mext.go.jp/b_menu/koukai/kojin.htm

個別の教育支援計画情報18
□北海道教育委員会の刊行物

●個別の教育支援計画モデル

ツール

ポイント

９ 関係機関との連携を推進するために
校 長
コーディネーター
校内委員会

チェックシート番号

コーディネーター 校内委員会ポイント ツール番号 校長 教職員

関係機関の情報の収集・整理 16 06１ 人的13 作業20 情報16

連携依頼の手続きの明確化 17 18 08 19２ 人的13 作業21

会議等に必要な情報の収集 19 07 09 10 15３ 人的13 思考05 作業22 情報18

個人情報の管理 20 18４ 人的13 作業23 情報17

関

連

表
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関係機関の情報の収集・整理 連携依頼の手続きの明確化１ ２

会議等に必要な情報の収集３

○関係機関と連携した支援を行うための手順の例

手 順 ツール 内容・方法 留意事項等

・コーディネーターが中心とな ○盲・聾・養護学校のセンター的機能人的13
って教育、医療、福祉等の地

作業20
域の関係機関のリストを作成

する。

・不明な点は、近隣の盲・聾・情報16

養護学校に問い合わせる。

・自校で「支援できる」ことや ○関係機関への協力依頼の例人的13

「支援できない」ことを明確作業21
にする。

・関係機関を利用するための目

的や条件等を校内委員会で検

討し、連携依頼の手続きをマ

ニュアル化する。

・コーディネーターは関係機関

と相談等にかかわる連絡調整

を行う。

○地域の教育センターの相談を利用

・関係機関の相談等に必要な情人的13

報を収集しまとめる。作業22
・関係機関に資料を提供する目

的や資料の内容を保護者に説

明し、同意を得る。

・相談等の実施後は、関係機関人的13

から得た助言や判断等の情報

を校内委員会に報告する。

・コーディネーターは必要に応 ○盲・聾・養護学校の教育相談

・地域の学校へ連絡じて関係機関との連携を図る。

個人情報の管理４

人的13 情報17 作業23

関係機関との連携を図りながら、自校における特別支援教育のノウハウの蓄積と伝承
を図るシステムを築き上げることが、校内支援体制の改善・充実に結びつきます。

ワン
ポイント

近隣の関係機関

のリストの作成 ・教員への支援機能

・相談・情報提供機能

・児童生徒等への指導機能

・関係機関との連絡・調整機能

・研修協力機能

・施設整備等の提供機能

関係機関への相

談等が必要にな

ったときの準備
・自校における取組では、十分な支援に

つながらない場合

・教育活動上、児童生徒の判断や専門的

な助言等が必要な場合

・保護者からの申し出があった場合 等

関係機関との相

談等が決まった

ときの対応

関係機関との相

談等の実施とそ

の後の対応

北海道立特殊教育センターの教育相談

□来所教育相談

・月～金曜日の10:00～17:00

（事前に電話による予約が必要）

・併設の機関を利用した相談も可能です

０１１－６１２－５０３０□電話相談

・月～金曜日の9:00～17:00

（石狩支庁を除く）□巡回教育相談

・詳細は市町村教育委員会へ

個人情報保護の法制度

道立の学校
北海道個人情報保護条例

市町村立の学校
各地方公共団体が制定した個人情報保護
条例

国立の附属学校
独立行政法人等の保有する個人情報の保
護に関する法律

私立の学校
個人情報の保護に関する法律

関係機関に支援の協力依頼をする際に、学校が本人の個人情報の提供、取
得等が必要となることが想定されます。その取り扱いについて、個人情報保
護の法律等の定めに従い、学校を挙げて個人情報の安全管理に取り組む必要
があります。

個人情報の安全管理対策の例

□自校で取り扱っている個人情報の種類、量、質等を把握している
□個人情報の取得、運用、管理等を定めた校内規定を設けている
□個人情報保護に関する校内研修会を実施している
□個人情報の持ち出し等による漏えい等の防止対策を実施している
□自校の個人情報の安全管理について保護者等へ周知している

活用例
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Ⅲ ツールを活用した校内支援体制の充実の例

活動の流れ 主体者 改善・充実の取組の経過 活用ツール

Ｂさんの担任から相談を受けたコーディネーターは、まず、

担任と一緒に児童の様子を整理することにしました。その際、

（P.14）状態を客観的に把握するために、近隣の養護学校のコーディネ *1人的04

（P.14）ーター から紹介された実態把握チェックリスト を使うこと *2作業07*1 *2

にしました。チェックリストの結果から、行動面だけでなく、A小学校

数の概念の理解など、学習面でのつまずきがあることが分かりｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

（P.18）ました。そこで 校内委員会 において、Ｂさんの具体的な支、 *3人的07*3

援について検討することにしました。

校内委員会では、学習内容が理解できないことが授業中に大

きな声を出す等の要因になっているととらえました。そこで、

Ｂさんの支援は、学習（特に算数）を分かりやすくするための

、 （「 」校内委員会 工夫と 大きな声を出す代わりに言葉で表現 分かりません

「教えてください」等）できるようになることの２つの視点か

ら検討することにしました。算数を分かりやすくする工夫につ

（P.18）いて、自由にそして多くのアイディアを出し合うブレーン・ス *4思考06

トーミング を行いました。その結果 「視覚的な教材を使う」、*4

「具体物を使う 「説明は短くする 「数字の下に同数の○を描」 」

く」等、指導及び支援に結びつく多くのアイディアやヒントが

（P.18）導き出され、これらを支援内容リスト にまとめました。 *5作業11*5

担任は、校内委員会での話合いを基に、コーディネーターの

（P.20）協力を得て個別の指導計画 を作成しました。さらに、算数の *6作業14*6

（P.20）授業場面におけるＴＴ担当者 との役割分担等を検討し、その *7人的09*7

（P.18）２年生担任 結果を個別の週間支援シート に整理しました。 *8作業12*8

校内委員会で話し合われた内容や対応のポイントを朝の打ち
合わせの時間に説明して、全職員の共通理解を図ることにしま

した。

校内委員会

Ｂさんは、自分の気持ちを言葉で伝えることができるように

なったことや、算数の時間にＴＴ担当者が個別の学習の支援を

することで 「できない 「わからない」という学習の不安が徐、 」

々に解消され、落ち着いて学習に取り組めるようになりつつあ

ります。
Ｂさん

小学校における

ツールを活用した取組例

～Ｂさんの行動上の課題への対応～

Ａ小学校は、特別な教育的ニーズがある児童への支援のた
めに、校内委員会を設置した段階にあります。現在、校内委
員会において、児童の状態に応じた具体的な指導及び支援の
内容や方法について検討を始めようとしています。

２年生のＢさんは授業中に大きな声を出したり、机をたたいたりするため、授業が
中断してしまいます。担任は口頭で注意をしていますが、その度に興奮してしまうの
で、保健室などに連れて行き、気持ちを落ち着かせるようにしています。このように
Ｂさんは、授業に集中できないことが多いため、学習の遅れが目立ってきています。Bさん

気付き

実態把握

支援の

検討

実施

結果

北海道立特殊教育センター研究紀要 第20号 2007

２年生担任

担任は、分かりやすい授業のために具体物の操作を含む課題を多く取り入れる工夫をし
ました。また、一斉指導の中でＢさんの集中力が途切れないように課題の補足説明等を
ＴＴ担当者にお願いしました。
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活動の流れ 主体者 改善・充実の取組の経過 活用ツール

校内委員会では の特別支援教育に対する認識や研修、「職員
のニーズを把握した上で進め方を考えてはどうか」という意見

（P.12）が出され、校内の教職員を対象にアンケート を取ることにし *1作業04*1

ました。内容は「特別な教育的支援を必要とする児童生徒への

理解 「学級の中で気になる生徒 「特別支援教育への疑問や校内委員会 」、 」、

不安」等としました。

アンケートの結果からは、ＬＤ等の生徒に対して、学級経営

や教科指導で配慮することや具体的な指導内容・方法について

の研修を希望していることが分かりました。また、支援が必要

な生徒にかかわることで、全体の指導が不十分になるのではな

いか等の疑問の声もありました。そこで、校内委員会では、研

（P.10）修内容を考えるため、ＳＷＯＴ分析シート を利用し、ＳＷＯ *2作業01*2

（P.10）Ｔ分析 を行うことにしました。 *3思考01*3

（P.12）校内研修は、ＬＤ等に関する研修を深めているＥ先生 の授 *4人的02*4

業研究を通して行われました。指導案には生徒の特性やそれに

（P.18）応じた配慮事項 、教材の工夫のポイント などが示されてい *5作業11*5 *6

（P.20）るため、授業中の支援の内容や方法の理解に役立ちました。 *6作業13Ｅ先生

（P.20）授業研究の反省会では、学習につまずきのある生徒に応じた *7思考07
、 、 。授業の工夫について ＫＪ法 を用いて 話合いを行いました*7

その結果、生徒の実態に応じた分かりやすい授業をつくるた
めの工夫は、すべての教科に共通する課題であり、当該生徒だ
けではなく、他の生徒にも関連する課題であることが確認され
ました。

中学校における

ツールを活用した取組例

～全教職員で取り組む校内体制に向けて～

Ｃ中学校は、校内研修が盛んな学校で、特に授業研
究に力を入れています。特別支援教育に関しては、ＬＤ
等の理解は十分ではありませんが、研修を深めている
教員がいます。

コーディネーターのD先生は、特別支援教育を推進する上で全教職員の協力を得る
ことが必要であると考えています。また、直接支援にかかわっていない教員も、協力
したい思いはあるのですが、何をすべきか戸惑っている様子が伺えます。そこで、学
校全体での支援の在り方について、校内委員会で話し合うことにしました。ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

D先生

研修ﾆｰｽﾞ

の把握

研 修 計 画

の立案

研修ﾆｰｽﾞ

の分析

評 価

校内のニーズに応じた研修計画のためのSWOT分析
分析シート１から分析シート２へ展開分析シート1SWOT

強み(S) 弱み(W)
・授業研究に力を入れ ・ＬＤ等の理解は十分と

ている。 は言えない。
・ＬＤ等の研修をして ・特殊学級は設置されて

いる教員がいる。 いない。
機会(O) 脅威(Ｔ)

・近隣に協力を得られ ・町内でＬＤ等を診断で
る養護学校がある。 きる医師がいない。

・町内の研修会でＬＤ ・近隣に相談できる中学
等の学習ができる。 校がない。

分析シート２（記入例）SWOT
（S） （W）強み 弱み

機会を生かし弱みを克服積極的な展開

・ＬＤ等に理解のある教
機

・支援に関する情報は近会
員の授業から学ぶ。 。(O) 隣の養護学校から得る

脅 強みを生かし脅威に対抗 問題解決策の検討

・教育委員会の専門家チ威 ・ＬＤ等の指導法につい
ームの積極的な活用。(T) て、研究を深める。

実 施
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ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
Ｄ先生

研修後のアンケートから、ＬＤ等の生徒の特性に応じた配慮事項や指導内容・方法
の工夫は、他の生徒の学びやすさにもつながることが理解されました。そこで、次年
度以降の校内研究テーマを「すべての生徒に分かりやすい授業の在り方」と設定し、
研究活動と連動した校内支援体制の充実を図ることにしました。

ツ
ー
ル
を
活
用
し
た

校
内
支
援
体
制
の
充
実
の
例
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抄 録

分 類 記 号 主 特別支援教育の推進に関する研究

題 校内支援体制の改善・充実を図るためのツールとその活用

名
Ⅰ１－０１

北海道立特殊教育センター 平成19年３月 ３０ページ

本研究は、小・中学校等における校内支援体制の改善・充実に役立つアイディアや情報・

（ 「 」 ） 、 。資料及び人材等 以下 ツール という を収集・整理し その活用の在り方を検討した

研究に当たって、道内の特別支援教育の体制整備の現状を把握し、その改善・充実に資

する文献、資料、事例の収集等により、校内委員会設置前後に必要と思われるツールとそ

の活用について、次の事項をまとめることができた。

①校内支援体制の改善を図るためのチェックシートの作成

②校内支援体制を改善・充実させるための視点を９つに整理

③ツールを人的・思考・作業・情報の４つの視点で整理し、63のツールを作成

④ツールの活用例

、 、 、 、キーワード 特別支援教育 校内支援体制 校内委員会 特別支援教育コーディネーター

ツール、チェックシート
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研究の概要

研究の趣旨

特別支援教育の体制整備が進む中で、通常の学級に在籍しているＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症

等の障害のある児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた適切な指導及び必要な支援が求められて

いる。これらの障害のある児童に対しては、小学校入学後の早い段階から実態把握を行い、日々の

指導の中で、障害によるつまずきや困難を軽減するための工夫や配慮が大切である。

学習内容の習得は、小学校低学年からの積み重ねが必要であり、この段階からつまずくと、以降

。 、 、の学習にかなりの困難さが見られる そのため 学習におけるつまずきや困難を軽減するためには

早期からの取組が重要となる。

そこで本研究では、学年の進行に伴って高次の内容を履修していく際の基礎的な学習となる国語

と算数を取り上げ、特に小学校低学年におけるＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等の児童の学習意欲

を高め、基礎的・基本的な内容を定着させるため、一斉授業や個別指導の工夫等について明らかに

した。

研究の目的

小学校の通常の学級に在籍しているＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等の児童の学習指導（国語・

算数）における一斉授業や個別指導の工夫等について明らかにする。

研究の内容、方法

１ 研究の内容

(1) ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等の障害特性と、それに起因すると考えられる国語と算数

における学習上のつまずきや困難について整理する。

(2) ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等の障害特性を踏まえた一斉授業（国語・算数）や個別指

導の工夫について検討する。

(3) 学習におけるつまずきや困難への対応について、学校と家庭が連携した支援について検討

する。

２ 研究の方法及び経過

本研究は平成17年４月から平成19年３月（２年間）までの期間、次の方法により実施した。

(1) 文献調査

ア ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等の児童の学習指導に関する先行研究による現状と課題の

把握

イ ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等の児童の学習指導の具体的な方法の資料収集

(2) 事例検討

ア 研究協力者の所属学校における授業場面の観察と分析

イ 研究協力者の所属学校の児童に対するチェックリストを活用した学習面における実態把握

ウ 研究協力者の所属学校の職員との指導方法についての検討

研究の成果

１ ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等の児童における学習上のつまずきや困難を、国語と算数の学

習内容ごとに整理した。

２ ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等の児童の学習上のつまずきや困難を踏まえ、一斉授業や個別

指導の工夫について明らかにした。

３ 学習におけるつまずきや困難への対応について、家庭での支援のポイントを明らかにした。
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□本研究を活用するために□

Ⅰ

学習におけるつまずきや

困難さを示す児童への対応

学習におけるつまずきや困難さを示す児童の障害の特性

について解説しました。

Ⅱ

具体的な対応について 学習におけるつまずきのある児童への授業での具体的な

対応について例示しました。

授業における指導や支援を充実させるための工夫につ

いて取組例を示しました。

Ⅲ

「指導の工夫」を活用した

授業の実際

① 児童の学習場面

ごとの困難さの様

子について示しま

した。

② ＬＤ等の障害種

ごとの困難さにつ

いて具体的に示し

ました。

③ ４つの観点から

一斉授業の中で考

えられる指導の工

。夫を例示しました

⑦ 保護者支援の

ヒントを例示し

ました。

⑤ 左ページの 授「

業における指導

の工夫」の取組

を実践例として

示しました。

⑥ 一斉授業以外

の個別指導の配

慮事項について

例示しました。

④ 授業における

「指導の工夫」

の観点と「個別

指導での工夫」

との関連を示し

ています。例え

ば 「 －①」、 ﾓﾃﾞﾙ

は「モデルの提

示」①の工夫例

。を示しています
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１ 通常の学級に在籍している学習におけるつまずきや困難さを示す児童とは？

（参考 「小・中学校におけるＬＤ（学習障害 ，ＡＤＨＤ（注意欠陥/多動性障害 ，高機能自閉症の児童生徒への） ） ）
教育支援体制の整備のためのガイドライン（試案 （平成16年１月 文部科学省））」

学習におけるつまずきや困難さを示す児童への対応Ⅰ

北海道立特殊教育センター研究紀要 第20号 2007

ＬＤ等の児童は、｢単に学習が遅れている 「本人の努力不足 「故意に活動や課題に取り組」 」

むことを怠けている 「自分勝手な行動をしている」などとみなされることもあり、これらの」

状態が障害に起因しており、その特性に応じた指導及び支援が必要であることを理解する必要

があります。

特に、早期からの適切な対応が効果的な場合が多いことから、小学校低学年の段階で学習に

おけるつまずきや困難さに気付いたり、学級担任をはじめ校内の教職員や保護者等がその特性

を十分に理解し、適切な指導や必要な支援について考え、対応することが重要です。

ＬＤとは

基本的には全般的な知的発達に遅れはありませんが、聞く、話す、読む、書く、計算する又は推論す

る能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指します。

ＬＤは、その原因として、中枢神経系に何らかの機能障害があると推定されていますが、視覚障害、

聴覚障害、知的障害、情緒障害などの障害や、環境的な要因が直接の原因となるものではありません。

ＡＤＨＤとは

年齢あるいは発達に不釣り合いな注意力、及び/又は衝動性、多動性を特徴とする行動の障害で、社会

的な活動や学業の機能に支障をきたすものです。また、７歳以前に現れ、その状態が継続し、中枢神経

系に何らかの要因による機能不全があると推定されています。

高機能自閉症等とは

３歳くらいまでに現れ、①他人との社会的関係の形成の困難さ、②言葉の発達の遅れ、③興味や関心

が狭く特定のものにこだわることを特徴とする行動の障害である自閉症のうち、知的発達の遅れを伴わ

ないものをいいます。また、中枢神経系に何らかの要因による機能不全があると推定されています。

かつ、自閉症の特徴のうち言葉の遅れを伴わアスペルガー症候群とは、知的発達の遅れを伴わず、

ないものです。

本研究は、通常の学級に在籍している全般的な知的発達に遅れはない
ものの、課題を繰り返し練習してもなかなか身に付けられない、授業中
着席していることができない、約束を守れない、協調性がない、するべ
きことは分かっているのにすぐに行動することができない、人が嫌がる
ことを平気で口にする等、学習面や行動面で著しいつまずきや困難を示
す児童を対象としています。その対象は、学習障害（以下 「ＬＤ」とい、
う 、注意欠陥/多動性障害（以下 「ＡＤＨＤ」という 、高機能自閉。） 、 。）
症等とします。

早 期 か ら の 適 切 な 対 応 が 重 要です

文部科学省が平成14年に実施した全国的な調査では 医師等の専門家による、

、ＬＤ・ＡＤＨＤ・ （ 、判断に基づくものではありませんが 高機能自閉症等 以下

等 という により学習面や生活面で特別な教育的支援を必要としている「ＬＤ 」 ）。

児童生徒が小 中学校の通常の学級に ％程度在籍している可能性が示されてい・ ６

。ます
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２ ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等の障害特性について

Ｌ Ｄ ＡＤＨＤ 高機能自閉症等

聞くことの困難

○様々な音刺激の中から意味のある音の

かたまりとして言葉を聞き取ること

○言葉の意味を正しく理解すること

○文脈全体で意味をとらえること

○聞いたことを記憶すること

話すことの困難

○思いや考えを言葉に置き換えること

○適切な言葉を思い起こすこと

○考えを論理的に整理すること

読むことの困難

○文字と音を結びつけること

○形や位置を識別して記憶すること

○文章の内容を整理して把握すること

書くことの困難

○文字を想起して表出すること

（ ）○文字を認識する 文字情報を処理する

こと

○視覚と運動の協応性、手指の巧緻性

計算することの困難

○数量概念、記憶力、論理的に思考すること

推論することの困難

○視覚 空間認知、視覚と運動の協応性、・

抽象的 論理的に思考すること・

不注意

○気が散りやすく、注意を集中し続けるこ

とが困難である 集中できる時間が短（

）い

○必要な事柄を忘れやすい

○他の情報に影響を受けやすい

○視線を固定できない

○わずかな情報で拙速に判断してしまう

○注意の選択に偏りがある

多動性

○じっとしていることができず、落ち着いて

活動や課題に取り組むことが困難であ

る

○過度に手足を動かしたり、話したりする

衝動性

○話を最後まで聞いて答えることや順番

を守ったりすることが困難である

○他人の行動をさえぎったりする

○行動や欲求のコントロールができない

他人との社会的関係形成の困難さ
○他人からの働きかけに応じることが難

しい

○自分や他人の役割を理解し協同的に

活動することが難しい

○他人の考えや気持ちを理解し友達関係

や信頼関係を形成することが難しい

言葉の発達の遅れ
○相手からの言葉の意味を理解したり、

それに応じた意思を伝達したりするこ

とが難しい

○他人との会話を開始し、受け答えをし

ながら継続することが難しい

○身振り等の伝達手段の理解と活用が

不得意である

○抽象概念の形成が難しい

○因果関係の理解が難しい

○同一の言葉でも文脈や状況によって意味

が変化することなどの理解が難しい

興味や関心が狭く特定のものにこだわる
○ある行動を同一のパターンで繰り返す

○活動に手順を定め、その順番を変えない

○環境の変化に適応できない

○特定の事物に興味と関心が集中する

その他の特性
○感覚刺激への特異な反応がある

○種々の感覚を同時に処理することが

不得意である

視覚・聴覚の認知、情報処理、言語、思考、注意、記憶等の心理過程の機能不全

行動面での困難性

中枢神経系の機能障害
様々な感覚器官を通して入ってくる情報を受け止め、整理し、関係付け、表出する過程のい（

ずれかに十分機能しないところがあるものと考えられます ）。

学習（国語・算数など）におけるつまずきや困難さ

北海道立特殊教育センター研究紀要 第20号 2007
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3 学習におけるつまずきや困難さを示す児童への対応のポイント

通常の学級に在籍する 等の児童に対しては 必要に応じて適切な配慮や指導上の工夫を講ずることＬＤ 、

が必要です。

指導上の工夫等の検討に当たっては 以下の事項を考慮することが大切です。、

小学校における授業では 低学年で学習においてつまずきや困難さが生じはじめると 学年が上がるほ、 、

、 、 。どに その状態は増し 教師の援助や本人の努力によっても解決が難しい状況になることが予想されます

、 、 。そのため 早い時期から 子どもの学習におけるつまずきや困難さに対応した指導が必要となります

特に 等の児童は 学習の基礎となる 読む 書く 計算する などの能力の習得に困難さがあ、ＬＤ 、 「 ・ ・ 」、

ることから 国語 や 算数 における指導の工夫が重要です。、「 」 「 」

【第Ⅱ章の構成について】

「児童の様子」について
「 」「 」 、 、国語 算数 において 学習指導要領で示されている内容ごとに現れやすいつまずきの様子を示し

ＬＤ 、 。等の障害特性から それらの様子が現れる要因や特徴的な状態について整理しました

「授業における指導の工夫」について
授業 主に一斉授業場面 における指導の工夫を検討するに当たっては 文献研究や研究協力者から（ ） 、

の情報を収集 分析する中で 次の つのポイントで 等の児童に対して適切な配慮や指導の工夫を・ 、 ４ ＬＤ

。考えました

は 中枢神経系に何らかの機能障害があると推定されており を併せ有する場合やＬＤ 、 、ＡＤＨＤ

一部の広汎性発達障害 高機能自閉症やアスペルガー症候群等の上位概念 と近似している場合（ ）

もあります また は 自閉症と近似の状態を示すことがあります このように 等。 、ＡＤＨＤ 、 。 、ＬＤ

、 。の程度や障害の重複の状態は様々であるので 個々の児童に応じた対応が必要です

また 等については指導内容や指導上配慮すべき点について類似する点も少なくないことか、ＬＤ

、 、 。ら 個々の障害ごとではなく 総合的に対応することが適切な場合も考えられます

数と計算

量と測定図形

算　数

聞く

話す

読む
（音読）

（文章理解）

書く 国　語

認知特性に

応じた指導

（ ）○障害特性に対応した基本的な指導方法 一次障害への対応

（ ）○認知能力の特性に着目した指導方法 視覚的 聴覚的な手がかり・

○困難のある能力を補うための教材を用いた指導方法

※児童の認知能力を把握する心理検査としては 「 Ⅲ知能検査」や、 WISC-
「 心理・教育アセスメントバッテリー」があります。K-ABC
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「個別指導の配慮」について
担任等ができる配慮として 朝の時間帯や休み時間 放課後などで 等の児童に個別に指導を、 、 、ＬＤ

行うことが考えられます このような対応をすることで 一斉授業での学習内容の理解や学習への意欲。 、

、 。が高まるなどの成果が期待できることから 配慮点を整理しました

「家庭との連携のポイント」について
等の児童の指導に当たっては 家庭との連携が不可欠です お互いを理解し合い 児童のためＬＤ 、 。 、

によい方法をともに考えるという態度で臨むことが重要です 家庭で学習に取り組んでもらう時には 家。 、

、 。庭で無理なくできることを考え 学校の指導と一貫性のある対応策を導き出すことも大切となります

。このような家庭との連携のポイントを整理しました

学習しやすい

環境づくり

できる

状況づくり

モデルの

提 示

個別指導の

配 慮

家庭との連携の

ポイント

○学習しやすく 集中させるための環境の設定方法、

○刺激を抑制するための方法

○根気よく 集中させるための指導方法、

○行動上の困難さへ対応するための指導方法

○一人で課題を遂行することができるための指導方法

○自信をつけさせたり やる気をもたせることができる指導方法、

○興味 関心をもって授業に参加できる指導方法・

○達成感を味わうことができる指導方法

○自己評価を低下させないための指導方法

○適切に課題を遂行するための手本 示範 の示し方（ ）

○課題の内容が分からない時や間違った時に その解決方法や修正の、

仕方が分かるための方法

等の児童に対する指導は 特定の能力の困難に起因する教科学習の遅れを補う指導が中心とＬＤ 、

なりますが 等とは別の理由により教科学習に遅れがみられる児童に対する指導内容 方法と重、ＬＤ ・

複する部分も少なくありません 障害のない児童に対する指導においても 等の児童に対する指。 、ＬＤ

・ 。導内容 方法を広く活用することができます

○朝の時間帯や休み時間 放課後などでできる指導の例、

○通級による指導や特別支援学級で一部支援が受けられる場合の例

○家庭での対応のポイ トン

○家庭に協力 依頼するポイ ト・ ン
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［聞く］ことが苦手な児童

[聞く］ことが

苦手な

児童の様子

○簡単な単語の意味を取り違えることが多い。

○聞いたことをなかなか覚えられない。

○集団の中で、指示や注意が理解できない。

○学級の話合いについていけない。

○ちょっとした雑音でも注意がそれやすい。

○一つのことに注意が持続できないため、指示や話を聞いていないようにみえる。
（言われていることを理解しているかどうかが話し手に伝わりにくい）

○学級での話合いの内容を理解することが苦手で、話合いに参加できない。
。○様々な音や教室外の風景などに注意が移りやすく、話を聞くことに集中しづらい

○話し言葉は理解できるが、表情や身振りなど話し言葉以外のことから相手の意図を
理解することが苦手である。

○気になる音や物があると、そのことに注意が向き、話を聞きたいと思っても集中で
きず、話を十分理解することが難しい。

○聴覚的な短期記憶に弱さがあるため、聞いたことが覚えられない。
○一つの音を他の音と区別することに弱さがあるため、聞き間違いが多い。
○集団の中で指示を理解することが苦手である。
○話された単語や指示語を理解することが苦手である。

認知特性に

応じた指導

認知

学習しやすい

環境づくり

環境

できる

状況づくり

状況

モデルの

提 示

ﾓﾃﾞﾙ

授 業 に お け る 指 導 の 工 夫

①指示は、具体的で端的に話す。
例： 今はお話の時間ではないですよ」→「口を閉じましょう」「

「そこに立っていないでちゃんと座って」→「いすに座って手をひざに」
②板書を有効に活用するとともに、絵や写真、カードなどを必要に応じて

使用する。

、 。（ ）①いすを動かす音など 無用な音を可能な限り制限する 図参照

②静かな環境にしてから話すことを心がける。

③特に集中を促すときには、個別に名前を呼び、注意を喚起さ

せてから話をする。

①話の冒頭に、ポイントを短く提示する。

②カードやノートを使用し、聞いたことを確認しやすい工夫をする。

③大切な事柄を黒板に書き、児童にメモを取らせる （連絡ノートの活用）。

①明りょうな発音で、話す速度、繰り返し、強調の仕方などを工夫する。

②相手に視線を合わせる、話を最後まで聞くなど、聞き方のルールをつく

り、児童に具体的なモデルを示す。

高機能自閉症等

具体的な対応についてⅡ

ＡＤＨＤ

Ｌ Ｄ

北海道立特殊教育センター研究紀要 第20号 2007
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児童に話しかける際には、視線を合わせながら、短くはっきりとし

た言葉で内容を伝えることが大切です。また、具体物を一緒に見せた

り、動作を交えて話したりするなど、視覚的な情報提示の仕方を工夫

することが考えられます。

家庭との連携
のポイント

小学１年生のＡ君は、先生の話を聞くことが苦手で、授業中、ぼんやりすることが

多くみられます。Ｏ先生は、Ａ君の様子を詳しく観察すると、特に全員に話をしてい

るときに、話の内容を理解できていないのではないかと考えました。

そこでＯ先生は、全員に話をする際には、以下のように工夫しました。

＜話の指示の確認例＞

Ａ君は、Ｏ先生が話をするときに先生の方を注目できるようになりました。また、

話に関係のある絵や図を見たり黒板に書かれた指示を読むことで、先生の話の内容を

理解できるようになりました。

集団の中でも話が理解できたＡ君
児 童の様子

具体的な指導

成 果

注意を引きつける
アイコンタク

トを取る

名前を呼ぶ

イメージをもたせる
話に関係のあ

る絵や図を用

意する

話の指示の確認
黒板に指示を

順番に書く

（ ）枠で囲むなど

①本の５ページをひらく

②えんぴつとノートをだす

③本にでているかん字を

ノートに１字ずつかく

－② －③認知 環境指導の工夫との関連

小学１年生のＢさんは、先生の話を注意して聞こうとしますが、大切な話をいくつ

か聞き落とすことがあります。

そこでＲ先生は、次のように話し方を工夫することにしました。

大切な話のときには全員を静かにさせ、｢一つ目は…、二つ目は…｣

と説明し、話が終わった後も、どのような話をしたのか、Ｂさん

や他の友達にも確かめることにしました。

Ｒ先生が話を簡潔にするようにしたことや、友達が話の内容を確認してくれること

で、Ｂさんの聞き落としは少なくなりました。

－② －①環境 状況聞き落としが少なくなったＢさん
児童の様子

具体的な指導

成 果

①Ｂさんが話し手に視線を合わせていることを確認する。

②初めに何の話をするのかを説明する。

③いくつの事柄について話すのかを前もって知らせる。

指導の工夫との関連

個別指導の

工 夫
個別

①事前に話を聞く時間の長さ（○○分間）を決め、教師の話を聞くルールを身に

付けさせる。

②教師の話したことをその場で復唱し、確認させる。

③メモを取る習慣を身に付けるようにすることで、話に集中できるようにする。

北海道立特殊教育センター研究紀要 第20号 2007
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認知特性に

応じた指導

認知

学習しやすい

環境づくり

環境

できる

状況づくり

状況

モデルの

提 示

ﾓﾃﾞﾙ

①極度に緊張する児童には、着席した状態での発言や発表も認める。

②話す内容を考え、ノートにまとめてから、発表させるようにする。

①係の活動等で発表させる場面では、台本を用意する。

②話す内容（ いつ 「どこで 「だれが 「なにを 「どうした」等）を「 」、 」、 」、 」、

黒板に明示するなどして、話をしやすいようにする。

③特定の話題にとらわれることなく、場の状況を分かりやすく伝える。

④自分の思いや考えを言葉で伝えられずにいる場面では、話のきっかけを提

供する発問などを行う。

⑤出来事や思い出を発表する場面では、写真や絵を用意させ、話のイメージ

をもちやすくする。

①注意喚起のための個別の言葉がけやアイコンタクトに努める。

②話の聞き方、発表の仕方のルールを掲示しておき、発表の前には必ず確認

させるようにする。

①発表の仕方について、モデルを提示してから、発言や発表をさせる。

②寸劇を交えるなど、場の状況を分かるように解説する。

話す］ことが苦手な児童［

[話す］ことが

苦手な

児童の様子

○的確な言葉をみつけられなかったり、つまったりすることが多い。

○文法的に誤りのある不完全な文で話すことが多い。

○指示代名詞（ あの 「その」等）を多く使う。「 」、

○自分の思いや考えを、話し言葉で表現することが難しい。

○短期記憶が弱い場合があり、話を進めていくうちに、違った内容にそれてしまう。

○思いついたことをそのまま話すため、思いや考えを整理して話すことが難しい。

○衝動性が強く、質問が終わらないうちに出し抜けに答えてしまう。

○会話の内容が一方的になったり、話が特定の分野に偏ってしまう。
○相手の感情や場の状況を配慮することが難しく、思ったことをそのまま話してし

まう。

高機能自閉症等

Ｌ Ｄ

授 業 に お け る 指 導 の 工 夫
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ＡＤＨＤ
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順序立てて話ができたＣ君
、 、 。 、小学１年生のＣ君は 落ち着きがなく 注意を集中することが困難です 授業中は

思いついたことをそのまま話すため、自分の思いや考えを整理して話すことに困難さ
があります。

担任のＳ先生は、順序立てて話ができるよう、文の構成要素カードを見ながら話す
ようにさせました。また、話の内容がそれないよう、話のテーマをより具体的に提示
するようにしました。

話す内容を視覚的に確認できることから、的外れなことを話してしまうことはほと
。 。んどなくなりました 文章を構成する要素を意識しながら話すようになってきました

－② －⑤ －②認知 認知 個別指導の工夫との関連

児 童の様子

具体的な指導

成 果

個別指導の

工 夫
個別

①日常の出来事や思い出を発表する場面では、話のイメージをもちやすくするた

めに、事前に写真や絵カード等を用意させる。

、 、 。②事前に話したい内容を聞き取り ノート等に整理した後に 発表の練習を行う

は を に

助詞が適切に使えるようになったＤさん
小学２年生のＤさんは、会話や発表のなかで主語や述語、助詞などを間違ったり、

主客が逆転することがあります。

クラスの中には、助詞の使い方を誤る児童が数名いました。そこで、助詞の学習で
は、絵カードや写真等を使用したり、動作を取り入れるなど、具体的な場面や状況と
結びつけながら助詞を使うことができるように工夫しました 「クイズみたい」と児。
童たちに好評だったことから、短い時間ですが、継続して取り組みました。

、 、毎日 クイズのように楽しみながら取り組んだことや実際の場面をイメージしたり
、 。動作を行うことで 助詞の使い方を間違うことは以前に比べて少なくなってきました

。ぼく えんぴつ ともだち わたした□ □ □

－⑤ －② －①認知 ﾓﾃﾞﾙ 個別指導の工夫との関連

児 童の様子

具体的な指導

成 果

北海道立特殊教育センター研究紀要 第20号 2007

自分の思いや考えを人に伝えられるようにするためには、家族で会
話する時間を大切にして、学校での出来事や本人の好きなことを話題
にして話をすることが考えられます。その際に、話がつまったり、内
容がそれたりした時には、さりげなくヒントを与えながら、よく聞い
てあげることが大切です。

家庭との連携
のポイント

具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て

①文の構成要素カードを順番にめくり
ながら話す。

「いつ 「どこで」」
「だれが 「なにを」」
「どうした」等の

カード

②話す内容を絞り込めるようにテーマ
を具体的に示す。

「きのうのこと」

↓

「 、 、 」きのう いえで たのしかったこと
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認知特性に

応じた指導

認知

学習しやすい

環境づくり

環境

できる

状況づくり

状況

モデルの

提 示

ﾓﾃﾞﾙ

①机の上の道具等で気持ちが集中できない場合、必要のない道具等を片付

けさせるなど、不必要な刺激物を排除する。

①読み始めの箇所を具体的に指示したり、一緒に読む。

②家庭学習などで事前に学習してきた箇所を発表させるなど、自信をもた

せる工夫をする。

③複数の児童で読ませるなど、つまずく場面を目立たないよう工夫する。

④読めない漢字にふりがなをふる。

①形が似ている平仮名（ あ/お」など）や漢字（ 目/日」など）の横には「 「

線を引き、読み誤りに対して、そのつど正しい読み方を教える。

②教科書の読み聞かせをする際、文節で区切って読んでみせる。

③教師の範読に合わせて読んだり、一行ごとに他の児童と交代して読むな

ど、音読の学習に変化をもたせる。

①文字を注視しにくい場合には、読んでいる箇所を指でなぞら

せたり、必要な箇所だけが見える工夫をする （図参照）。

②単語や文章を読ませる際に、教科書を拡大したり、黒板に大

きく書き、読みやすくする。

③単語や段落を意識させるために、文節ごとに斜線を引く。

（ページカバー）④あらかじめ音読する順番を意識させる言葉がけや合図をする。

読む①（音読 ］が苦手な児童［ ）

音読が

苦手な

児童の様子

○教科書の行をとばして読んでしまう。
○文字を抜かして読んだり、勝手に読み替えをしてしまう。
○逐字読みになってしまう。
○どこを読んでいるのか分からなくなってしまうことがある。
○単語や文節を区切って読むことが苦手である。

授 業 に お け る 指 導 の 工 夫

○形が似た文字（ あ/お 「ぬ/め」等）を誤読することがある。「 」、
○「りんご」を「り/ん/ご」と一文字ずつ読んだりするなど、文字を単語としてとら

えることが難しい。
○眼球の動きをうまく調節できないため、文字や行をとばして読むことがある。

○気が散りやすく、集中して教科書等を読むことが苦手である。
○注意がそれやすいので、他の児童や教師が読んでいる箇所に注目し続けられない。
○細かな所まで注意を払うことができず、行や文字をとばして読んでしまう。

ＡＤＨＤ

○感情を込めて読むことが難しく、読み方に抑揚をつけにくい。
○漢字の読み方で訓読みと音読みを区別して読むことが難しい。
○早く読んでしまうことがある （早読み）。

高機能自閉症等

Ｌ Ｄ

お
天
気
の
日
が
つ
づ
き
ま
し
た

お
天
気
の
日
が
つ
づ
き
ま
し
た
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個別指導の

工 夫
個別

小学２年生のＥ君は 「玉」を「王 「体」を、 」、

「休」と読んでしまうなど漢字の読み間違いが多

くみられます。

Ｕ先生は、Ｅ君が間違いそうな漢字の横に線を

、 。 、引き あらかじめ読み方の確認をしました また

間違いそうな漢字と正しい読み方を書いたカード

、 、を黒板にはり Ｅ君が音読で読み間違えた場合は

カードで確認させるようにしました。

Ｅ君は、Ｕ先生が教科書に引いた線の漢字の箇所に気をつけることができるようにな

り、読み間違いが少しずつ減っていきました。

漢字の読み間違いが減ったＥ君

教
科
書
の
中
に
線
を
記
述

運
動
会
で
玉
入
れ
を
し
ま
し
た
。。

体
を
た
く
さ
ん
動
か
し
ま
し
た

＜黒板にはられた

カード＞

か
ら
だ

体 た
ま玉

児 童の様子

具体的な指導

成 果

－①ﾓﾃﾞﾙ指導の工夫との関連

、 、 、「 」小学１年生のＦさんは 他の児童とは元気に話しますが 国語の音読では くまさん

を「く/ま/さ/ん」と読むなど、たどたどしい読み方になります。読み方を間違えると周

「 」 、 。りの児童から Ｆさん違うよ と言われ 教科書の音読に自信がもてなくなっていました

そこで教科書を音読させる際に、Ｆさんの読み間違いを減らすとともに、間違いを目

立たせないよう、次のように工夫しました。

Ｆさんは、他の児童と二人一緒に音読することで、読み間違いもあまり気にならなく

なり、少しずつ大きな声で教科書を読むことができるようになりました。

読むことに自信がもてたＦさん

みんなの前で読み間違い

を目立たせない配慮が必

要です。

－③ －②③④認知 状況指導の工夫との関連

児 童の様子

具体的な指導

成 果

教科書の文節ごと

に斜線の書き込み

をつける

読めない漢字にふ

りがなをふる

文節で区切

って読ませ

る

事前に練習

した箇所を

音読させる

隣に座って

いる児童と

ペアになっ

て順番に音

読させる

①事前に教科書に文章のまとまりを意識させるために傍線を引

いたり、丸で囲んだり、また漢字にふりがなをふったりして

読みの学習をさせる。

②児童が読みやすい文字の大きさを確認する。

③音読の際、ページカバーなどの補助的手段を自分で使うこと

ができるように練習する。
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児童が本を読んでいるときには、保護者がうなずきながら聞いてあ

げることが大切になります。教科書等を読ませる際には、分からない

漢字にふりがなをふるなど、読みやすくすることが考えられます。

家庭との連携
のポイント

も
り森

の

お
く
に

く
ま
が

す
ん
で

い
ま
し
た
。

傍
線
を
引
い
た
り
、
丸
で
囲
ん
で

ま
と
ま
り
を
意
識
さ
せ
る
。

具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
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認知特性に

応じた指導

認知

学習しやすい

環境づくり

環境

できる

状況づくり

状況

モデルの

提 示

ﾓﾃﾞﾙ

①段落ごとに小見出しをつけたり、箇条書きにしたカードを黒板にはるな

ど、文章の意味や構成を視覚的に分かりやすくする。

②挿絵を活用して説明したり、読み取った内容を動作で表すなど、場面の

具体的なイメージをもちやすくする。

（ ［ （ ）］ ）③読みやすい文字の大きさを工夫する。 P.42 読む① 音読 が苦手な児童 参照

①児童の興味・関心の高い題材を取り上げるなど、学習内容を工夫する。

②文章で表現されている状況や登場人物の心情を理解させるため、絵や図

などの視覚的情報を多用するなど、教材・教具を工夫する。

①分かりやすい言葉や表現に置き換えるなど、説明の仕方を工夫する。

②算数の文章題の解き方の指導では、図示させたり、タイルやおはじきな

どの補助的手段の大きさや色などを工夫し、活用する。

①文章の主語や述語を明確にするなど、文章を理解する手順を教える。

②算数の文章題では、キーワードや手がかりになる語句を説明したり、印

を付けさせ、内容をとらえやすくする。

例： もらう 「買う 「加える」→足し算「 」 」

「食べる 「使う 「あげる」→引き算」 」

文章理解が

苦手な

児童の様子

○単語の意味が分からない。
○文章の内容がつかめないことがある。
○計算はできるが、文章題が解けない。
○助詞の理解が不十分なため、内容を正確に理解することが難しい。

（P.40［話す］ことが苦手な児童 参照）

授 業 に お け る 指 導 の 工 夫

○文字を正しく読むことが難しかったり、単語の意味が十分に分からないまま文章を
読むため、内容を正しく理解することが苦手である。

○文章の読み取りが不十分なため、文章題を解くことが苦手である。

Ｌ Ｄ

○教室内外から聞こえてくる音や教室内の掲示物等に注意がそれやすく、文章を集中
して読み続けることが苦手である。

○長い時間じっといすに座り続けることが難しいため、教科書を持続して読むことが
苦手である。

ＡＤＨＤ

○相手の立場になって考えることや、登場人物の心情や情景を理解することが苦手で
ある。

○算数の計算問題はできるが、文意が正しく理解できないことがあるため、文章題が
正しく解けないことがある。

高機能自閉症等

読む②（文章理解 ］が苦手な児童［ ）
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読むことができる場合は、児童が読み終わったあとに書かれている

事柄について質問し、内容が理解できているかを確かめることが考え

られます。また、読むことに苦手意識のある場合は、教科書などを無

理に読ませることはせず、児童が興味・関心のある本などを読ませる

ことが考えられます。難しい語句については、易しい語句で説明する

ことが大切です。

家庭との連携
トのポイン

小学２年生のＧ君は、音読はできますが、文章の内容を理解できず、先生から質

問されると答えにつまることが多くみられます。

そこでＹ先生は、以下のように工夫しました。

Ｇ君は、文章の内容が図で示されるなど視覚的な手がかりを得ることで、分から

ないことをそのつど先生に確認しながら答えられることが増えました。また、他の

児童も文章の内容を理解しやすくなりました。

文章理解ができるようになったＧ君

①文章の内容に関係

のある絵をいくつ

か準備する。

②文章を理解する上
で必要なキーワー
ドに印を全員につ
けさせる。

③文章に書かれてい

る段落ごとの関係

を図で表す。

視覚的な情報

を多く提供す

ると理解しや

すくなります。

－② －②認知 個別指導の工夫との関連

児童の様子

具体的な指導

成 果

小学２年生のＨさんは教科書を音読したり、簡単な計算問題はできますが、算数

、 、 。 、の文章題では 数字だけを選び出して式を立てて 答えを出してしまいます また

複雑な問題文では、意味が分からず課題に取り組むことができません。

、 。そこでＡ先生は Ｈさんの理解の仕方に合わせて以下のような工夫を行いました

Ｈさんは、問題文の内容をイメージしやすくなったことで、自分から計算式を立
てて、問題を解くことができるようになりました。

文章題が解けるようになったＨさん

②絵や図などの視覚的な手がかりを文章に添えて提示する。

③問題文にある「もらった 「食べた 「あげた」などのキーワードについて、動作で」 」

表す。

①難しい語句は易しい語句で言い換える。また、文章理解に必要なキーワードや数字

に線を引かせる。

－① －① －②状況 ﾓﾃﾞﾙ 個別指導の工夫との関連

児 童の様子

具体的な指導

成 果
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個別指導の

工 夫
個別

①書かれている内容については、事前にどのようなことが書かれているのかを説

明し、大まかな内容を理解させてから読ませる。

②内容を理解するために必要な語句にアンダーラインを引いたり、段落ごとに意

味を確かめる。

③単語の意味理解のつまずきから文章の内容が分からない場合は、分かりやすい

、 、 。言葉で説明したり 辞書を活用すること等 自分で意味を調べる方法を教える

具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
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認知特性に

応じた指導

認知

学習しやすい

環境づくり

集中

できる

状況づくり

状況

モデルの

提 示

ﾓﾃﾞﾙ

①漢字を分かりやすく、分解して覚えさせる （ ノ」と「 十 」で「千 ）。「 」
の じゅう せん

、 。（「 」 「 」 ）②平仮名は 文字にキーワードをつけて覚えさせる ねこ の ね など
③似ている形の文字や漢字は、間違いやすい箇所にマーキングするなどの工

夫をする。
④促音や拗音は、書く位置や大きさを明確に示す。

①集中できるよう、書く量を調節する。

②質的、量的に調節したプリント教材を複数用意して、活用する。

①本人が使いやすい筆記用具やノート等を用意する。
②書きやすい大きさと形のマス目を、１文字ずつ、単語ごと、文節ごと等の

ステップで用意する。

①書きにくい文字や漢字は、薄く下書きをして提示する。

②漢字や文字の手本カードを手元に置かせ、見ながら書かせるようにする。

書く］ことが苦手な児童［

[書く］ことが

苦手な

児童の様子

○漢字の細かい部分を間違えて書く。

○判読しにくいバランスの悪い文字を書く。

○促音（ っ ）や拗音（ ゃ 「ゅ 「ょ」など）を間違えて書く。「 」 「 」 」

○助詞（ は 「を 「へ」など）を混同して書く。「 」 」

○文字の表す音と文字の形を結び付けて覚えることが難しい。

○文字の形やバランスを正確にとらえたり、記憶することが難しい。

○不器用さがあったり、目と手を協応させる力が弱いため、文字の書き方が乱雑にな

ったり、大きさが不揃いになる。

Ｌ Ｄ

○注意を集中することが難しいため、文字の細かな部分を書き間違えてしまう。

○注意がそれやすいため、書き写すときに、行をとばしてしまったり、どの部分を書

くのかを見失ったりする。

ＡＤＨＤ

○主語、述語の関係や助詞の間違い等、文法の間違いがみられる。

○文字を形としてとらえるため、書き順を覚えることが難しい。

高機能自閉症等

授 業 に お け る 指 導 の 工 夫

北海道立特殊教育センター研究紀要 第20号 2007
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、 、 、宿題や家庭学習では 書くことへの意欲を高めるために 文字の上手
下手ではなく、書くことに取り組んだことやがんばったことを認めてあ
げることが大切です。

家庭との連携
のポイント

個別指導の

工 夫
個別

「止め、はね」ができるようになったＪ君
小学２年生のＪさんは、漢字の書き取りでは 「止め、はね」の誤りがあるなど、、

細かな部分を正確に書くことは困難です。また、書き順も正確には覚えられませんで
した。

担任のＣ先生は、２学期から、国語の授業で最初の５分間を漢字学習の時間とし、
学級の児童たちに筆順を言わせながら①～③のステップで指導しました。

①空中や机の上
に指で書く

②鉛筆でなぞり
書き

③手本を見て写
し書き

２学期が終わるころには 「光 「回」など画数の少ない漢字は、正しい書き順で書、 」
くことができるようになりました。また 「止め、はね」の誤りも少なくなってきま、
した。

児 童の様子

具体的な指導

成 果

－① －② －③認知 ﾓﾃﾞﾙ 個別指導の工夫との関連

ぬ弱
弱 め

の弱

－①③ －①認知 状況マス目からはみ出さずに書けるようになったＩ君

形の似た平仮名を、書き間違うことはまだありますが、文字を拡大することによ
り、区別することはできるようになりました。また、文字のバランスも整えられる
ようになってきました。

小学２年生のＩ君は、入学当初は斜めの線が書けず、文字がマス目からはみ出し
たり、形を整えられませんでした。また、似た形の平仮名（ め」と「ぬ」等）の書「
き間違えもありました。

担任のＢ先生は、書字のバランスを意識することをね

らいとして、マス目の大きさや補助線の入り方の違う書

き取り用紙を用意しました。

、 、「 」 「 」 「 」また 漢字が書けない場合には タ と ト で 外
た と そと

など、声をかけながら書かせるようにしました。

間違いやすい文字は、拡大し、間違いやすい箇所に印

をつけた掲示物をつくりました。

指導の工夫との関連

児 童の様子

具体的な指導

）マス目（例
間違えやすい

文字の掲示（例）

成 果
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①不器用さや筆圧が弱いことから鉛筆を上手に使えない場合には、サインペン
やボールペンを使用するなど、筆記用具を工夫する。

②手指の巧ち性に課題がある場合には、ぬり絵やトレーシングペーパーを使っ
たイラストの描き写しなどをする。

③筆順が覚えられない場合には 「横書いて、縦書いて、くるっと回って」など、
運筆方向を言葉で教えるなどの付加情報を与えながら練習する。

④促音や拗音を使用することで意味が変化することを教え、その後、どこに小
さい文字（ っ」等）が入るのか位置を意識させる。「

「まち」 → 「まっち」 「きく」 → 「きっく」

＋ っ ＋っ町 マッチ 菊 キック

具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
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認知特性に

応じた指導

認知

学習しやすい

環境づくり

環境

できる

状況づくり

状況

モデルの

提 示

ﾓﾃﾞﾙ

①計算問題や問題文が書かれている教科書のページを必要に応じて教える。
②机の上の道具等で気持ちが集中できない場合、必要のない道具等を片付け

させるなど、不必要な刺激物を排除する。

①複数のプリントを用意するなど、習熟度に応じた指導を工夫する。
②課題解決のための必要な用具（ブロック等）を多様に準備し、自分で使い

やすいものが選択できるようにさせる。

①タイルやおはじきなどの具体物を使用して、数の大小比較や10までの合成
分解の理解を促す。

②筆算用に、桁の補助線を工夫したプリントを用意する。
③黒板に｢＋｣｢－｣の記号を色分け表示するなど､ 加法及び減法の意識化を図

るための工夫をする。
④九九の表や計算手順書など視覚的なヒントとなる教材を工夫する。

①繰り上がりのある計算の手順や考え方をまとめたプリントを用意したり、
黒板に掲示するなどして、確認しながら計算できるよう工夫する。

←８＋４の計算をする。 ←１＋３＋２の計算をする。筆算の例 １ １
３８ ３８ ３８←くらいを 十のくらいに１くり上げる。

２４ ２４ ２４＋ そろえて書く。 ＋ 十のくらいのますに書く。 ＋
２ ６２

①くらいをそろえる ②一のくらいの計算 ③十のくらいの計算

※文章題は［読む②（文章理解 （P.44）参照［数と計算］が苦手な児童 ）］

[数と計算］が

苦手な

児童の様子

○数字の順序が理解できない。

○１位数同士の計算に時間がかかる。

○繰り上がり、繰り下がりのある計算ができない。

○適当に数字を選んで、式を立てて答えを出してしまう。

○一つ一つ数えることができても全部でいくつかを間違えてしまう。
○数の分解（10を４と６、３と７など）を間違える。
○一桁の数の順序が理解できず、数の大小を比較することが難しい。
○数字、数詞と具体物を対応させることが難しい。
○筆算をするとき、桁をそろえて書くことが難しい。

Ｌ Ｄ

○ノートに計算問題を書き写すときに写し間違える。
○バラバラに並べられたおはじきを数えるときに、どこを数えたか分からなくなり、

間違えてしまう。

ＡＤＨＤ

○自分の決めた独特のやり方で計算の処理をするため、他のやり方を受け入れること

が難しい。

高機能自閉症等

授 業 に お け る 指 導 の 工 夫
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家庭で宿題や家庭学習に自ら取り組もうと努力しているときや宿題
ができたときは、ほめるようにすることが大切です。また、買い物に
行ったときなどに「○○を何個買って来て 」と頼んだり 「卵10個。 、
から２個使ったら残り何個？」と質問したりするなど、生活の中で数
の処理や計算をさせることなどが考えられます。

家庭との連携
のポイント

計算の手順が分かるようになったＫ君 －④ －①認知 ﾓﾃﾞﾙ指導の工夫との関連

児 童の様子

具体的な指導

成 果

個別指導の

工 夫
個別

①順序数に困難があるときには、順序を意識させるために、数字の順番を示した

カードなどを提示する。

②ブロック等の具体物を使いながら計算の手順を教えるようにする。

③小テストなどで間違えた問題については、児童の解答の仕方の傾向を確認し、

正しい計算の手順を教える。

④教室にある身の回りの物を数える経験を多くするようにし、声を出して数を数

えさせるなど、数字の順序やまとまりを意識できるように工夫する。
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計算しよう

18 ＋(12＋８)＝→

①さいしょは（ ）の中をたしま

す。

しき こたえ

②つぎに、 の数と

の数をたします。

しき ＋ ＝

こたえ

小学２年生のＫ君は、手順のヒントを見ると繰り上がりの計算ができますが、

１位数、２位数の混在する加法を苦手としています。

Ｄ先生は計算の手順を整理し、計算の方法を確認できるようにプリントを作成

しました。Ｋ君の指導に役立てるだけでなく、他の児童にも自分で確かめられる

ようにしました。

くり上がりのある計算のヒント

しき ８＋７＝

①８に２をたして10を作ります。２は７からとってきます。

。７ののこりは５になります

□□□□□□□□＋○○ ○○○○○

２ と ５

８ ＋ ７

②10とのこりの５をたします。

□□□□□□□□○○ ＋ ○○○○○

10 ５

③こたえは？ こたえ

計算する手順を示すことで、一つ一つ自分で確認しながら計算することができ

るようになりました。また、クラス全体で使用できるようにしたことでＫ君以外

の児童も自分で確認して取り組むことができました。

計算の手順を自

分で確認できる

ように準備しま

しょう。

具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
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①図形のコントラストをはっきりさせて違いを意識させるなど、図形に注目

しやすいよう工夫する。

②上下、左右など空間の認知を容易にするため、黒板などに位置を示すカー

ドを表示する。

③三角形の角などに印を付けるなど、形の特徴への気付きを促すためのポイ

ントを視覚的に表す工夫をする。

④手元に図形の色板などを置くなど、正しく模写ができるよう工夫する。

認知特性に

応じた指導

認知

学習しやすい

環境づくり

環境

できる

状況づくり

状況

モデルの

提 示

ﾓﾃﾞﾙ

①三角形や四角形などの見本を提示し、図形の分類が容易にできるよう工夫

する。

②使用する教材を確認し、必要な用具の出し入れについて指示をする。

①身近な素材を活用し、型どりや模写をさせるなどの工夫をする。

②模様づくりの学習で、いろいろな見本の図形を用意して自分でできそうな

ものを選べるようにする。

③クイズ形式を取り入れるなど、興味をもって取り組むよう工夫をする。

①同じ大きさの型紙を用意し、形を見合わせるよう工夫する。

②見本となる図形と名称の一致を容易にできるよう、黒板などに示して確認

しやすくする。

③身近にある立体を特徴ごとに分類した状態で提示する。

授 業 に お け る 指 導 の 工 夫

図形］が苦手な児童［

[図形］が

苦手な

児童の様子

○「○、△、□」などの形の分類ができない。

○図形の特徴や概念がつかめていない。

○模写をすることが難しい。

○上下、左右、前後など、物の位置関係を理解することが難しい。
○形の特徴をとらえて考えることが難しい。

Ｌ Ｄ

○学習で使ういろいろな教材が気になり、授業に集中できない。
○形の特徴に注目して図形の課題に取り組むことが難しい。

ＡＤＨＤ

○空間の位置関係を言葉だけでイメージをすることが難しいため、「上から見る」

「右から見る」など、自分から見る位置をイメージして考えることが難しい。

高機能自閉症等
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き く

け
こ

さ し

か

あ
い う

え

お

（１）次の図から三角形、四角形を見つけよう

き く

け
こ

さ し

か

あ
い う

え

お

（１）次の図から三角形、四角形を見つけよう

（教科書：算数２年下）

四角形を見つけることができたＬさん

図形の特徴を確認

できるように黒板

に掲示したり、机

に置いてみよう。

Ｌさんは 「のぞき枠」を活用することによって、一つ一つの形に注目し、区、

別しやすくなりました。また、図形にコントラストを付けるなど、概念理解の

ための工夫を行ったことで、Ｌさん以外の児童においても図形の概念などの理

解を高めることにもつながりました。

形の概念の理解が難

しい場合は、注目し

やすいように図形に

コントラストを付け

てみよう。

児 童の様子

具体的な指導

成 果

－①③ －② －② －③認知 状況 ﾓﾃﾞﾙ 個別指導の工夫との関連

個別指導の

工 夫
個別

①立方体や円柱が正確に収まる枠や、○、△、□の型はめなどを用意して、形を

合わせられるように学習する。

②形の特徴を意識できるように、同じ形を積み重ねたり、角の部分に触れたりす

る。図形の輪郭をなぞる際に、指で押さえた部分から外周を一筆書きでなぞら

せる。

③形に注目しやすくする「のぞき枠」などの補助具を使用して、形の弁別を容易

に行えるようにする。
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（例）ステップ１

四角形（□）はどっち？

（例）ステップ２
四角形（□）はどれ？

家庭で休日等に折り紙やパズルなど一緒に行い、図形に慣れ親しむ
ことが大切です。また、お手伝い活動を通して 「左・右 「上・下」、 」
などの言葉がけをしながら空間の位置関係を理解できるようにするこ
とが考えられます。

家庭との連携
のポイント

小学２年生のＬさんは 「三角形」や「四角形」などの定義は理解しています、

が、たくさんの形の中からそれらを選び出すことが苦手です。

、 、Ｅ先生は たくさんの図形の中から目的の形を見つけ出すことができるように

形に注目しやすくする「のぞき枠」を作成し、図形を選び出しやすくしました。

形を一つ一つ見や

すくする「のぞき

枠」があると注目

しやすい。

「四角形」

。４つの直線でかこまれています

①

↓

④→ ←②

↑

③

具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て

い
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認知特性に

応じた指導

認知

できる

状況づくり

状況

学習しやすい

環境づくり

環境

　　　c m 　　　m㎜ 　　　c m 　　　m㎜

①板書の際に数字と長さの単位が区別できるよう、色分けして書く。

②定規の使い方の説明をする際に、指の位置、目盛りの合わせ方など、ポイ

ントをおさえて説明をする。

（例： ０」の目盛りを測定する物の一方に合わせて測る）「

③長さの単位の説明をする際に、具体的な例を交えて説明をする。

：（単位を用いる物を例示

「㎜」 「アリ 「㎝」 「鉛筆 、→ →」、 」

「m」 「車」等）→

①使用する教材を確認し、必要な用具の出し入れについて指示をする。

①単位の換算が困難な場合は、ヒントが記載さ

れたカードを活用する。

②文字盤を色分けしたり、短針・長針の位置が分かりやすい時計を教室内に

かけておく。

③自分の取り組む課題を確認するため、黒板に活動の手順を明示する。

（例： 長さ調べ」→①測る物を知る②定規で測る③測った長さをノートに書く）「

量と測定］が苦手な児童［

[量と測定］が

苦手な

児童の様子

授 業 に お け る 指 導 の 工 夫

○時計を見て時刻を知ることができても、生活場面で時刻を意識し、見通しをもって
行動することが苦手である。

○長さの単位と実際の長さとを結び付けることが苦手である。
○目と手の協応がうまくいかないため、上手に定規を扱うことが苦手である。

Ｌ Ｄ

○時計を見て時刻は理解できても、衝動的に行動し、約束を守れないことがある。
○アナログ時計や定規の小さな目盛りを正確に測ることが苦手である。

ＡＤＨＤ

○定規で長さを測る際に、自分のやり方に固執し、周りの友達と協力して測定するこ
とが難しい。

○生活場面で時刻とそれに応じた行動とを結び付けることが難しい。

高機能自閉症等

北海道立特殊教育センター研究紀要 第20号 2007

モデルの

提 示

ﾓﾃﾞﾙ

①二人ペアになり、他の児童が行っている方法を見ながら学習できるように

する。

②時計と日課等を関連させた掲示物を掲示する。

○長さの単位（㎜、㎝、m）についての理解が難しい。

○定規の目盛りを数えることが難しい。

○時計（アナログ、デジタル）を見て、簡単な時刻を読むことが苦手である。
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小学校２年生のＭさんは、時刻の学習の際、長針が１のところに

あると、どうしても「１分」と読んでしまいます。

そこで担任のＦ先生は、時刻を分かりやすく答えることができる

よう、針と文字盤の色が同じである「時分時計」を用意しました。

また、本児童の他にも時刻を正確に読めない児童がいたので 「時分、

時計」で確認させました。

長針の数字と短針の数字が色で分けられているので、Ｍさんは時

刻が読みやすくなりました。

時刻が読めるようになったＭさん

針と文字盤の色が同

じだね！

－②状況指導の工夫との関連

児 童の様子

具体的な指導

成 果

、 。小学校２年生のＮ君は 定規を使って長さを測ることが苦手です

そこでＧ先生は、長さ調べをするときに、Ｎ君が定規を正しく

持って長さが測れるよう、次のように工夫しました。

①定規が動かないようしっかり押さえることを、黒板や壁を使ってモデルを示す。

②定規の裏の両端にゴム等をはって滑りにくくしたり、テープで取っ手を付けて持

ちやすくする。

③具体的にどこからどこまで測れば良いのかが分かる印を付ける。

④目盛りを分かりやすく（印を付けるなど）して、[０]の目盛りを測定する物の一

方に必ず合わせることを理解させる。

Ｎ君は、定規が動かないようにすることで、長

さを測る手順を理解できました。

定規で長さが測れるようになったＮ君
しっかり押さえない

と下に落ちるね。

－②認知指導の工夫との関連

児 童の様子

具体的な指導

成 果
「０」の目盛りに合わ
せるといいんだね。

目盛りの数字を数
えていくよ。

「０」の目盛りに合わ
せるといいんだね。

目盛りの数字を数
えていくよ。

＜時間について＞

①授業や休み時間など、今行っている活動の終わりの時刻を意識させる。

②時間の概念がまだ十分身に付いていない場合は、学校生活と関連付けて理解さ

せる。

③事前に活動する時間を話し合い、時間を守る約束をする。

＜定規について＞

①長さや大きさ、材質（木製、プラスチック製など）の違う定規を試して、児童

が一番使いやすい物を選ぶ。

個別指導の

工 夫
個別
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時計の読み方を理解することは、日常生活を送る上でとても重要で

す。起床、朝食、登校、テレビ視聴、就寝などを時刻と関連付けて約

束するなど、実際の生活場面に結び付けて時間の意識を高めることが

大切です。

家庭との連携
のポイント

具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
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１ 学級の状況と個別の指導計画
(1) 事例の概要

小学校 年生の通常の学級に在籍する さんは 人の話を聞いて行動したり 質問に答えたりすることＰ ２ Ｑ 、 、

が苦手です 授業中は 一生懸命先生の方を見たり 活動に取り組みたい様子が伺えますが 何をしたらよ。 、 、 、

、 。 、いか 何について聞かれているのか分からなくてとまどっていることがよくみられます 音読は逐字読みで

書いてある内容について よく理解できていない様子です 文字は 見て写すことはできますが 字の形が、 。 、 、

整わず 平仮名や漢字をよく書き間違えるので時間がかかります 位数の繰り上がり 繰り下がりのない、 。１ 、

足し算 引き算はできますが 指を使います 友達や先生とお話することは好きですが 伝えたい言葉が出、 、 。 、

、 、 。てこなかったり 伝える物事の順序が混乱して 説明がうまくできないことがあります

休み時間は元気に友達と遊ぶ さんですが 授業中は不安そうな表情が目立つようになり できている課Ｑ 、 、

。題でも自分から発表しようとしなくなってきました

(2) 学級の概要

32名が在籍し 年生からの持ち上がりの学級です 学級としては仲も良く 楽しい雰囲気ですが 授業、１ 。 、 、

中に私語が多くてざわついた状態になりやすかったり 着席姿勢が保てない児童も半数近くおり 年生とし、 、２

ては学習に集中できていない状況がよくみられます さん以外にも 学習の意欲はありながらも学習内容の。Ｑ 、

７ 、 。理解が十分できていないと思われる児童も 名ほどおり 個別的な支援を必要としています

(3) 学級における基本的な配慮

先生は 学級の中で 特に学習の遅れが顕著で元気を無くしていく さんの様子を見て さんに分かＴ 、 、 Ｑ 、Ｑ

、 。る授業に改善していくことで 他の児童にとってもより分かりやすい授業になるのではないかと考えました

そこで 学習のどこにつまずいている児童が多いのか 把握してみたいと考え 校内の特別支援教育コー、 、 、

ディネーターに相談しました コーディネーターから紹介された道教委発行のガイドブック に載っている実態把。 1)

握シートを使い 国語と算数について気になる児童をチェックしたところ いくつかの課題点が分かってきまし、 、

。た

＜工夫の必要な事項＞

＜学習上の課題＞

指導の工夫」を活用した授業の実際Ⅲ 「

・言葉や記号の意味を正しく理解していない
・全体に対する指示が聞き取れていない
・平仮名表記 助詞も含む が完成されていない（ ）
・書いたり計算したりすることに時間がかかる
・文章を読んで内容を理解することが難しい

○言葉や記号の理解を助ける手立て
○教師の話を聞く姿勢や正しい着席姿勢を保た
せるための手立て

○質問ややり方の説明をするときの手立て
○平仮名表記の反復練習の方法
○作業時間の確保
○文章理解のポイントを押さえた指導方法

（ ）1) 北海道教育委員会 2006
本道の小 中学校等における 高機能自閉症等を含む障害のある幼児児童生徒の教育支援体制整備のためのガイドブック・ ＬＤ・ＡＤＨＤ・
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。 。○全員が教師を注目したことを確認してから話し始める 板書しながらの説明は避ける
○一度にたくさん伝えるときは 黒板に ・・ と数字を書きながら手順が分かりやすいように話、 「１、２ 」

。す
、 。○家庭にお願いして椅子に座布団を敷くなどして 姿勢を安定させる

「 「 」 。○ 聞く 話す 際の注意事項を絵入りで書いて教室に掲示する」
。 。○指示はできるだけ簡潔に繰り返して説明する その後で個々に細かく具体的に説明する

。○計算問題や漢字プリントは問題数を変えたものを複数準備する
、 。○時間内に完成しなかったプリントや作文は宿題にしたり 軽微なものは休み時間や放課後に回す

（ ）○作業中は机間を回って必要な支援を行う 机間指導の工夫。

全体的な指導上の配慮
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(4) 個別の指導計画

先生は さんがどうしたら学習に自信がもてるようになるかコーディネーターに相談したところ 何をどのＴ Ｑ 、

、 。ように指導すべきか具体的に分かるように 個別の指導計画を作成することを勧められました

Ｔ 、 Ｑ 、 。先生は もう一度 さんの実態を把握し直し 長期目標と短期目標を設定して手立てを考えてみました

そうすると 授業の中だけでは覚えるための反復練習や文章を考えるなど じっくり時間をとって指導すること、 、

が難しい内容があることが分かりました そこで 保護者に音読の練習や平仮名の読み書きなど 個別の宿。 、 、

題への協力をお願いしました さんの学習の遅れが気になっていた保護者は 快く協力を約束してくれまし。Ｑ 、

。た

２ 授業における指導の工夫（国語）
(1) 国語における工夫が必要な事項

○言葉の理解を助ける手立て

○平仮名の読み書きを定着させるための手立て

○文章理解ができるようにするための手立て

。・指示を理解して行動することが難しい
、 、 、 。実 ・音読が逐字読みで 拗音 促音 長音等につまる

。学 習 ・文字を思い出すことに時間がかかるので文を書くことが苦手である
。 、 。・文字の形を整えて書くことができない 鏡文字を書いたり 似た文字を書き間違う

。・10以上の数の計算ができない

、 。行 動 ・周りを見て行動していることが多く 出遅れてしまうことがある
、 。・学習に対して意欲はあるが 消極的な様子がみられる

態
、 。対 人 面 ・誰とでも仲良くできるが 受け身的で友達から指示されていることが多い

、 。・自分の気持ちや状況を言葉で説明することが苦手なため 気持ちが高まると涙ぐんでしまう

本 、 。★約束を守ったり 決められたことは最後までやろうとする
よ児 、 。★苦手なことも支援があれば 理解しようと努力する
さの 。★具体的な説明や手本を見ると一人で取り組める

、 。目長 ・説明や指示を聞き取って 遅れずに行動できる
。標期 ・言葉で自分の意見や伝えたいことを表現できる

。・平仮名と漢字の読み書きが確実にできる

短期目標 場面 手立て 評価

。 、 。・指示を聞き取って行動する ・学習 ・指示は 言葉とともに視覚的に見せるように工夫する
、 。短 ・生活 ・指示は三～四語文にとどめ 手順を分けて言うようにする

期

・自分から話しかけたり発表できる ・学習 ・休み時間等を活用して連絡ノートをもとに話し合う時間を設目

。 、 。標 ことが増える ・生活 定し 話す意欲を高める
、 、と ・指名は 他の児童をモデルにしやすい２番目以降にしたり

。手 質問をやさしい言葉で言い換えてから答えさせる
立

。て ・平仮名の読み書きが早くできる ・学習 ・筆記の際には五十音表で確認させる。
・家庭 ・促音や拗音の表記や音読の宿題を個別に設定し 家庭と、

。連携を図る

北海道立特殊教育センター研究紀要 第20号 2007

認知②○説明は言葉だけにならないように 教科書の挿絵や本などを活用して視覚、 聞く －

認知②的に分かるようにする。 読む②－

認知①○説明文 物語文など全体の流れを理解させる際には 構造図を書くようにする、 、 。 読む②－

認知④○促音や拗音のある単語を書かせるときは 板書して確認する 小さい字の、 。 書く －

。入るところに印をつける

認知②○授業の最初は前時の学習の振り返りをする 本時の学習の流れは板書しておく。 。 聞く －

認知① ﾓﾃﾞﾙ③○教科書を読むときは 範読を聞かせた後 教科書を指でなぞらせながら 音、 、 、 読む①－

。読させる

国語における指導上の配慮

「
指
導
の
工
夫
」
を
活
用
し
た
授
業
の
実
際
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(2) さんへの配慮Ｑ

(3) 授業の実際

３ 授業における指導の工夫（算数）
(1) 算数における工夫が必要な事項

○記号や用語の意味を定着させるための手立て

○１位数同士の加法計算を早くできるようにするための手立て

○文章題ができるようにするための手立て

○筆算を正確にできるようにするための手立て

１ 『 』題材名 きつねのおきゃくさま
本時の目標２
登場人物の言葉からきつねの気持ちの変化を読みとることができる

３ （８ ）本時の展開 ／15

主な学習活動・内容 教師の働きかけ 児童への配慮

①教師の範読を聞きながら 教 ○先生が読むので静かに聞きまし、
。 。つ 科書の文字を指で追う ょう

か 登場人物の違いに気付けるよう・
む 読み方に表情をつけたり 文節 黒板に登場人物の絵と 前時まで、 ・ 、

の区切りを強調して読む に学習した登場人物の性格や特。
・ 。②前時の学習内容を思い出す 登場人物とそのやりとりをﾍﾟｰﾌﾟｻ 性を書いたシートをはる。

。 ・ 。ｰﾄを使って説明する 本時の課題をはる

きつねの きもちを かんがえよう

③本時の場面を一文ずつ順番 ○今日の場面を読んでみましょう ●練習しているところを さんに指名。 Ｑ
（ － ）に音読する する。 。 読む① 状況②

④ひよこの思いを発表する ○ひよこはきつねをどう思っていま うっとり 親切 等、抽象的な。 ・ 「 」「 」
すか？ 言葉は 児童に身近な例を出しな、

・ 「 」 。と きつねの しんせつ な行動を がら言葉の意味を教える
。り 具体的に出させるようにする

く ⑤ひよこの話を聞いたあひるの ○あひるはきつねのことをどう思っ ● あひるは何をされると思った「
。 」 Ｑ 。む 気持ちを発表する ているんだろう？ の？ と言ってから さんに聞く

）（話す－認知④

⑥地の文を読んできつねの気持 ○きつねはひよこの言葉にどうなり きつねの心のものさしを使いなが・
ちが表れている所に線を引い ましたか？線を引きましょう ら、だんだん気持ちが変わっていく。

。 ・ 。 。て発表する 線を引いたところを発表させる 様子を視覚的に理解させる

⑦感じたことを発表する ○きつねはひよこの言葉にどんな。
。気持ちになったか発表しよう

・ 。主だった発言を板書する
ま

。と ⑧今日の学習を振り返りながら ○きつねの気持ちをノートに書こう
「 （ ） 。」め ノートに書く きつねは きもちになった。 ・

る と板書し かっこの中に自分の ● さんの手が止まっていたら 五、 Ｑ 、
。 。考えた言葉を入れさせる 十音表を見るように促す

（書く－ ）ﾓﾃﾞﾙ②

Ｑ 。※ さんが時間内に書ききれなかったときは持ち帰りにして翌日ノートを見せてもらう

わるいこころいいこころ わるいこころいいこころ

Ｑさんへの配慮
状況②●音読は 家庭で練習して読めるようになったところを 読む①、 －

。読ませる
認知④●発表する場面では 発言の前に質問をやさしく言い換え、 話す －

、 。て伝え 言葉に詰まるときは思いを汲んで言葉を補う
ﾓﾃﾞﾙ②●五十音表を縮小したものを机上に置き 迷ったときは、 書く －

。見て確認して書くよう促す

Ｑさんの課題
○音読がたどたどしい
○平仮名を全部覚えていない
○言葉の意味が分からない
○聞かれたことに答えられない
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(2) さんへの配慮Ｑ

(3) 授業の実際

認知② 認知②○説明は絵や動作 体験を交えて 言葉や記号の意味をイメージしやすく、 、 聞く － 読む②－

認知②する。 図形 －

認知①○ 数と計算 単元では 授業の始めに 足して10になる数 の練習を入れ『 』 、 「 」 数と計算－

。る
ﾓﾃﾞﾙ②○文章題は立式のキーワードになる言葉に線を引かせる。 読む② －

状況②○文章題は図を描いて状況を説明してから立式につなげる。 読む② －

状況①○問題のプリントは問題数の違うものを準備する。 数と計算－

認知② ﾓﾃﾞﾙ①○罫線や繰り上がりの数を記入する欄を設けた筆算用の計算用紙を準備する。 数と計算－

算数における指導上の配慮

北海道立特殊教育センター研究紀要 第20号 2007

１ 『 』題材名 百のくらいにくり上がるたし算
本時の目標２
一の位と百の位で 回繰り上がる足し算ができる２

３ （２ ３）本時の展開 ／

主な学習活動・内容 教師の働きかけ 児童への配慮

○10になる数の練習をしましょう 数字カードと百玉そろばんを一緒・そろばんや数字カードを見 。 ・
に見せ 数を確認できるようにすて10になる組合わせを発表 、

していく。 。つ る
。 。か ①本時の問題を理解する ○今日はこの問題に挑戦するよ

む
８３＋４９の 計算のしかたを考えましょう

②前時の学習内容を思い出す ○昨日も けた足す けたの足し。 ２ ２
算をしたね 同じようにできるか。
な？
前時の二位数で繰り上がる計算・

。のしかたを確認する
・ 。③本時の課題を理解する。 どこが違うか気付かせる

一の位と十の位と２回くり上がる計算のしかたをおぼえよう
と
り ④自分で計算をしてみる ○一の位の足し算 次に十の位の ● さんはブロックを出して 指と一。 、 Ｑ 、

）く 足し算をします 緒に計算する。 。（数と計算－認知①

む 教科書の図を教材化し 筆算の 一番目一の位の足し算 番目・ 、 ・ 、２「
式と併せて手順を示す 繰り上がった数を十の位に・・ と。 」

手順に番号を付けながら説明する。
繰り上がった数字は色を変えて書く。⑤計算の仕方を発表する ○自分の考え方を発表しましょう。 。 ・
児童の発表に沿って 筆算を板書・ 、
していくことで考え方を再確認して

。いく
罫線や繰り上がりの数を記入する・

。欄を設けた筆算用の用紙を渡す
。ま ⑥練習問題をする

と ●手順に番号を振った計算例のカー
め ⑦学習内容をまとめる ドを机上におき 確認しながら行う。 、

）る ように促す。（数と計算－認知②

※Ｑさんが時間内にできなかった問題は家庭学習してもらい 翌日に確認する その際 がんばりシールなど、 。 、
。で意欲の向上を図る

３

３＋９

あといくつ？
その数だけ指を折る

３３

３＋９

あといくつ？
その数だけ指を折る

計算のしかた④ ②
１ １

６ ７
＋ ８ ５ ①

７＋５１ ５ ２
１＋６＋８③

さんへの配慮Ｑ

認知①●ブロックと指を使って繰り上がる計算を早くできる 数と計算－

個別②ようにする。

認知④●計算例を書いて 手順に番号を振ったカードを机、 数と計算－

、 。上におき 確認しながら行うように促す

さんの課題Ｑ
○繰り上がり繰り下がりができない
○計算に指を使う
○計算手順が覚えられない
○言葉の意味が分からない
○文章題が読み取れない

「
指
導
の
工
夫
」
を
活
用
し
た
授
業
の
実
際
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抄 録

分 類 記 号 主
特別な教育的支援が必要な幼児児童生徒の指導内容・方法に関する研究

題

通常の学級における特別な教育的支援の必要な児童への学習指導の工夫名
Ⅰ１－０１

北海道立特殊教育センター 平成19年３月 ２６ページ

本研究は、小学校の通常の学級に在籍している学習につまずきや困難さを示す児童の障

害特性の理解についてまとめ、個別のニーズに応じた一斉授業や個別指導の工夫について

明らかにした。

（「 」「 」「 」「 」「 」「 」「 」）国語と算数の学習内容 聞く 話す 読む 書く 数と計算 図形 量と測定

について、授業場面ごとの指導の工夫、実践例、個別指導、保護者支援の観点で指導に役

立つ資料として整理を行った。

特別な教育的支援、ＬＤ（学習障害 、ＡＤＨＤ（注意欠陥 多動性障害 、） ）/
キーワード 高機能自閉症等、障害特性、国語、算数、一斉授業、個別指導、家庭との連

携
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あとがき

本号に収録されました研究成果は、当センターの研修講座等で活用します。

また、当センターのホームページに研究紀要の全文を掲載します。

校内支援体制の改善・充実を図るためのツールとその活用

研究アドバイザー

北 海 道 教 育 大 学 札 幌 校 教授 三浦 哲 （平成17,18年度）
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江 別 市 立 大 麻 西 小 学 校 教諭 千葉磨理子 （平成18年度）

雨 竜 町 立 雨 竜 中 学 校 教諭 豊田 佳澄 （平成18年度）

通常の学級における特別な教育的支援の必要な児童への学習指導の工夫

研究アドバイザー
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